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はじめに

『Cisco Unified IP Phone 7906G/7911Gユーザガイド for Cisco Unified Communications Manager』で
は、Cisco Unified IP Phone 7906および 7911の設置および使用の方法を説明します。

• 概要, xi ページ

• 追加情報, xii ページ

• Cisco Unified IP Phone 7900シリーズ e-ラーニングチュートリアル, xii ページ

• 安全性とパフォーマンスに関する情報, xiii ページ

• シスコ製品のセキュリティ, xiv ページ

• アクセシビリティ機能, xiv ページ

概要
このガイドでは、電話機で使用可能な機能の概要について説明しています。電話機の機能を理解

するために隅々まで読むこともできれば、次の表を参照して、一般的な用途に関する項のポイン

タを得ることもできます。

操作目的

安全性とパフォーマンスに関する情報, （xiiiページ）を
参照してください。

安全情報を参照する

電話機の設置, （7ページ）を参照してください。電話機を接続する

Cisco Unified IP Phoneの機能, （1ページ）を参照して
ください。

設置後に電話機を使用する

ボタンとハードウェア, （1ページ）を参照してくださ
い。

電話機のボタンについて調べる
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操作目的

基本コールオプション, （13ページ）を参照してくださ
い。

コールを発信する

保留と復帰, （20ページ）を参照してください。コールを保留にする

コール転送, （24ページ）を参照してください。コールを転送する

会議コール, （29ページ）を参照してください。会議コールを発信する

スピードダイヤル, （33ページ）を参照してください。スピードダイヤルを設定する

共有回線, （40ページ）を参照してください。電話番号を共有する

ハンドセット、ヘッドセット、およびスピーカ,（53ペー
ジ）を参照してください。

電話機のスピーカを使用する

電話機のカスタマイズ, （57ページ）を参照してくださ
い。

呼び出しの音量やトーンを変更する

通話履歴とディレクトリ, （61ページ）を参照してくだ
さい。

不在履歴を表示する

ボイスメッセージ, （73ページ）を参照してください。ボイスメッセージを聞く

追加情報
次の URLからシスコ製品の最新資料を入手することができます。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_home.html

次の URLで Cisco Webサイトにアクセスできます。

http://www.cisco.com/

最新のライセンス情報については、次の URLにアクセスしてください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cuipph/all_models/openssl_license/7900_ssllic.html

Cisco Unified IP Phone 7900 シリーズ e- ラーニングチュー
トリアル

（SCCP電話機のみ）
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Cisco Unified IP Phone 7900シリーズの e-ラーニングチュートリアルでは、音声とアニメーション
により基本的なコール機能が説明されています。いくつかの電話機のモデルでは、ご使用のパー

ソナルコンピュータから e-ラーニングチュートリアルにオンラインでアクセスできます。ご使
用の電話機のモデルのe-ラーニングチュートリアル（英語のみ）を探すには、次のURLでマニュ
アルの一覧を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/products_user_guide_list.html

e-ラーニングチュートリアルは一部の Cisco Unified IP Phoneでは用意されていない場合があ
ります。ただし、Cisco Unified IP Phone 7900シリーズの e-ラーニングチュートリアルを参照
すると、Cisco Unified IP Phoneに共通する機能の概要を学ぶことができます。

（注）

安全性とパフォーマンスに関する情報
次の項では、Cisco Unified IP Phoneでの停電および外部デバイスの影響について説明します。

停電

電話機で緊急サービスを利用できるかどうかは、電話機に電源が供給されているかどうかにより

ます。停電が発生した場合、電源が回復するまで、利用および緊急コールサービスへのダイヤル

は機能しません。電源の異常や障害が発生した場合は、サービスおよび緊急コールサービスのダ

イヤル前に、装置をリセットまたは再設定する必要があります。

外部デバイス

シスコでは、不要な無線周波数（RF）および可聴周波数（AF）がシールドされた高品質の外部デ
バイス（ヘッドセットなど）、ケーブル、コネクタの使用を推奨しています。

これらデバイスの品質および携帯電話や送受信兼用無線機などの他のデバイスとの近さによって

は、まだ雑音が生じることがあります。そのような場合、シスコは次の対策の 1つ以上を講じる
ことを推奨します。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスを離す。

• RFまたは AFの信号源から外部デバイスのケーブルの経路を離す。

•外部デバイス用にシールドされたケーブルを使用するか、高品質なシールドおよびコネクタ
を備えたケーブルを使用する。

•外部デバイスのケーブルを短くする。

•外部デバイス用のケーブル上にフェライトまたはその他類似のデバイスを使用する。

シスコでは、外部デバイス、ケーブル、コネクタの性能を保証できません。

Cisco Unified IP Phone 7906G/7911G ユーザガイド for Cisco Unified Communications Manager 9.0（SCCP およ
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EU諸国では、EMC指令 [89/336/EC]に完全に準拠した外部スピーカ、マイクロフォン、ヘッ
ドセットのみを使用してください。

注意

シスコ製品のセキュリティ
本製品には暗号化機能が備わっており、輸入、輸出、配布および使用に適用される米国および他

の国での法律を順守するものとします。シスコの暗号化製品を譲渡された第三者は、その暗号化

技術の輸入、輸出、配布、および使用を許可されたわけではありません。輸入業者、輸出業者、

販売業者、およびユーザは、米国および他の国での法律を順守する責任があります。本製品を使

用するにあたっては、関係法令の順守に同意する必要があります。米国および他の国の法律を順

守できない場合は、本製品を至急送り返してください。

米国の輸出規制の詳細については、次の URLで参照できます。

http://www.access.gpo.gov/bis/ear/ear_data.html

アクセシビリティ機能
Cisco Unified IP Phone 7900シリーズは、視覚、聴覚、および運動が不自由な方向けにアクセシビ
リティ機能を用意しています。

これらの電話機に備わっている機能の詳細については、「Accessibility Features for the CiscoUnified
IP Phone 7900 Series」を参照してください。

アクセシビリティの詳細については、シスコのWebサイトを参照してください。

http://www.cisco.com/web/about/responsibility/accessibility/index.html
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第 1 章

Cisco Unified IP Phone の機能

Cisco Unified IP Phone 7906G/7911Gは、コンピュータで使用するデータネットワークで音声通信
を行うためのすべての機能が搭載された電話機です。この電話機を使用してコールの発信および

受信、保留、転送、会議コールの開設などの機能を使用できます。

基本的なコール処理の他に、Cisco Unified IP Phone 7906G/7911Gでは、コール処理機能を拡張す
る特殊（詳細）なテレフォニー機能をサポートしています。設定に応じて、次がサポートされ

ます。

•ネットワークデータ、XMLアプリケーションおよびWebベースのサービスへのアクセス。

•電話機能のオンラインカスタマイズおよび Cisco Unified Communications Managerユーザオ
プションWebページからのサービス。

• ボタンとハードウェア, 1 ページ

• 回線およびコールの定義, 3 ページ

• アプリケーションメニューのナビゲーション, 4 ページ

• 電話機のヘルプシステム, 5 ページ

• 機能のアベイラビリティ, 5 ページ

• シグナリングプロトコル SIPおよび SCCP, 5 ページ

• 電力の節約, 5 ページ

ボタンとハードウェア
次の図と表を使用して、電話機でボタンとハードウェアを識別できます。
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説明アイテム

電話メニューおよびコールアクティビティ（発信者 ID、
通話時間、コールの状態など）を表示します。

電話スクリーン1

Cisco Unified IP Phoneのモデルシリーズを示します。Cisco Unified IP Phoneシリーズ2

電話スクリーンに表示されているソフトキーのオプショ

ンをそれぞれアクティブにします。

ソフトキーボタン3

メニュー項目のスクロールや項目の強調表示に使用しま

す。電話機がオンフックの場合、ユーザのスピードダイ

ヤルを表示します。

ナビゲーションボタン4

表示されるアプリケーションメニューにより、ボイス

メッセージシステム、電話機の履歴とディレクトリ、各

種設定、サービス、およびヘルプにアクセスできます。

アプリケーションメニューボ

タン

5

アクティブなコールの保留、保留にしたコールの復帰、

アクティブなコールと保留にしたコールの切り替えを行

います。

保留ボタン6

電話番号のダイヤル、文字の入力、およびメニュー項目

の選択に使用します。

キーパッド7
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説明アイテム

ハンドセット、ヘッドセット、スピーカ、および呼出音

の音量を制御します。

音量ボタン8

ハンドセットのライトストリップは、着信コールまたは

新しいボイスメッセージがあることを示します。

ライトストリップ付きのハン

ドセット

9

デスクやテーブルの上で、電話機の角度を使いやすいよ

うに調整できます。

フットスタンド10

回線およびコールの定義
回線とコールは、混同しやすい用語です。次の説明を参照してください。

•回線：各回線は、他者が自分へのコールに使用できる電話番号（または内線番号）にそれぞ
れ対応しています。電話機では、1つの回線をサポートできます。

•コール：各回線は、複数のコールをサポートできます。電話機はデフォルトで最大 6つの接
続コールをサポートしますが、システム管理者はこの数を必要に応じて調整できます。ある

時点では 1コールだけがアクティブになることができ、他のコールは自動的に保留になりま
す。

回線およびコールのアイコン

電話機には、コールおよび回線の状態（オンフック、保留中、呼び出し中、接続中など）の判断

に役立つアイコンが表示されます。

説明コールまたは回線

の状態

アイコン

この回線にはコールアクティビティがありません。オンフック回線

電話番号のダイヤル中または発信コールの呼出音が鳴ってい

る状態です。

オフフック回線

相手側に接続されています。接続済みコール

回線でコールの呼出音が鳴っています。コール呼出し中

Cisco Unified IP Phone 7906G/7911G ユーザガイド for Cisco Unified Communications Manager 9.0（SCCP およ
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説明コールまたは回線

の状態

アイコン

このコールを保留しました。保留と復帰, （20ページ）を参
照してください。

保留

共有回線の別の電話機がコールを保留にしました。保留と復

帰, （20ページ）を参照してください。
リモートコールの

保留

回線を共有している別の電話機にコールが接続されました。

共有回線, （40ページ）を参照してください。
リモート使用中

保留コールが電話機に復帰しています。保留と復帰, （20
ページ）を参照してください。

復帰コール

セキュアコール, （42ページ）を参照してください。認証済みコール

セキュアコール, （42ページ）を参照してください。暗号化済みコール

アプリケーションメニューのナビゲーション
電話機能にアクセスするには、アプリケーションメニューを使用します。

操作目的

を押して、アプリケーションのリスト（[メッセージ]、[ディレ
クトリ]、[設定]、[サービス]、および [ヘルプ]）を表示します。

アプリケーションメニュー

にアクセスする

を押します。
リストまたはメニューをスク

ロールする

を押してメニュー項目を強調表示し、[選択]を押します。また
は、メニュー項目の番号に対応するキーパッドの数字を押すこと

もできます。

メニュー項目を選択する

[終了]を押します。このとき、メニューの最上位レベルで [終了]
を押すと、メニューが閉じます。

メニューの1つ前のレベルに
戻る

[終了]を 1回以上、メニューが閉じるまで押すか、または を押

します。

メニューを閉じる（そしてア

プリケーションメニューに

戻る）

または [終了]を押します。アプリケーションメニュー

を終了する
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ヒント

を押すと LEDは緑色に変わり、アプリケーションメニューを使用している間は点灯していま
す。 も [終了]も押さずにアプリケーションの操作を終了する場合（たとえば、新しいコールに
応答する場合）、電話スクリーンは変わることがありますが ボタンは緑色のままです。もう一

度 を押すと、使用していたアプリケーションが中断した時点から再開します。

電話機のヘルプシステム
Cisco Unified IP Phone 7906G/7911Gには、包括的なオンラインヘルプシステムが用意されていま
す。電話機のヘルプを表示するには、 を押して、[ヘルプ]を選択します。

機能のアベイラビリティ
電話機のシステム設定によって、この電話ガイドに記載されている機能がご使用の電話機で利用

できない、または動作が異なる場合があります。操作方法や機能のアベイラビリティについて

は、お客様の社内のサポートデスクまたはシステム管理者にお問い合わせください。

シグナリングプロトコル SIP および SCCP
電話機は、セッション開始プロトコル（SIP）と Skinny Call Control Protocol（SCCP）の 2つのう
ち、いずれのシグナリングプロトコルに対応するように設定できます。この設定は、システム管

理者が行います。

電話機能は、プロトコルによって異なります。この電話ガイドでは、どの機能がどのプロトコル

に固有のものかを示します。電話機で使用されているプロトコルを知るには、システム管理者に

問い合わせるか、電話機の > [モデル情報] > [コール制御プロトコル]を選択します。

電力の節約
電話機は、Cisco EnergyWiseプログラムをサポートしています。システム管理者は、節電のため
に電話機のスリープ（電源オフ）時間とウェイク（電源オン）時間を設定します。

オーディオアラートがシステム管理者によって有効になっている場合は、スケジュールされたス

リープ時間の 10分前に呼出音の再生が聞こえます。呼出音は、次のスケジュールに従って再生
されます。

•電源オフの 10分前に、呼出音が 4回再生される

•電源オフの 7分前に、呼出音が 4回再生される

•電源オフの 4分前に、呼出音が 4回再生される
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•電源オフの 30秒前に、呼出音は、15回再生されるか、電話機の電源がオフになるまで再生
される

スリープ時に電話機が非アクティブ（アイドル）の場合は、電話機の電源がオフにされることを

通知するメッセージが表示されます。電話機をアクティブな状態のまま保つには、電話機の任意

のキーを押します。どのキーも押さなかった場合、電話機の電源はオフになります。

電話機がアクティブ（電話中など）の場合、電話機が非アクティブになってしばらく経ってから、

保留になっている電源シャットダウンの通知が表示されます。シャットダウン前に、電話機の電

源がオフになることを通知するメッセージが表示されます。

スケジュールされた時間に、電話機の電源はオンになります。スケジュール時間よりも前に電話

機を復帰させるには、管理者に連絡してください。

復帰時間とスリープ時間は、設定済みの通常の労働日にもリンクされています。要件が変わった

（たとえば、勤務時間または勤務日が変わった）場合は、電話機を再設定するようシステム管理

者に依頼してください。

EnergyWiseおよび電話機の詳細については、システム管理者にお問い合わせください。
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第 2 章

電話機の設置

通常は、システム管理者が新しい Cisco Unified IP Phoneを企業 IPテレフォニーネットワークに
接続します。それ以外の場合は、次のいずれかの項を参照して、電話機を接続してください。

• Cisco Unified IP Phone 7906Gの設置, 7 ページ

• Cisco Unified IP Phone 7911Gの設置, 8 ページ

• ハンドセット受け台の調整, 9 ページ

• TAPS登録, 10 ページ

• ヘッドセットのサポート, 11 ページ

Cisco Unified IP Phone 7906G の設置
次の図および表は、Cisco Unified IP Phone 7906Gの接続方法を示しています。
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AC-DC電源装置4ネットワークポート（10/100 SW）1

AC電源コード5ハンドセットポート2

DCアダプタポート（DC48V）3

Cisco Unified IP Phone 7911G の設置
次の図および表は、Cisco Unified IP Phone 7911Gの接続方法を示しています。
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DCアダプタポート（DC48V）4ネットワークポート（10/100 SW）1

AC-DC電源装置5アクセスポート（10/100 PC）2

AC電源コード6ハンドセットポート3

ハンドセット受け台の調整
電話機が壁に取り付けられている場合は、ハンドセットが受け台から滑り落ちないようにハンド

セットの受け台を調整する必要があります。
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手順

ステップ 1 ハンドセットを外し、ハンドセット受け台からプラスチックのタブを引き出します。

ステップ 2 タブを 180度回します。

ステップ 3 コーナーのノッチを手前に向けて、2本の指でタブを持ちます。

ステップ 4 タブを受け台のスロットに合わせ、タブをスロット内に均等に押し込みます。回したタブの上部

から突起が出ている状態になります。

ステップ 5 ハンドセットをハンドセット受け台に戻します。

TAPS 登録
TAPSは、新しい電話機にも、既存の電話機を置き換える場合にも使用できます。TAPSに登録す
るには、ハンドセットを取り上げて、システム管理者から提供された TAPS内線番号を入力し、
音声プロンプトに従います。地域コードを含む、完全な内線番号を入力するように指示される場

合があります。電話機に確認メッセージが表示されたら、ハンドセットを置きます。電話機が再

起動します。
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ヘッドセットのサポート
シスコでは、Cisco Unified IP Phoneで使用するサードパーティ製のヘッドセットについて社内で
若干のテストを実施していますが、ヘッドセットまたはハンドセットのベンダーによる製品の動

作の保証やサポートは行っていません。

シスコでは、不要な無線周波数（RF）および可聴周波数（AF）が遮蔽された、高品質ヘッドセッ
トの使用を推奨しています。これらのデバイスの品質や、携帯電話および双方向ラジオなど他の

デバイスとの間隔によっては、雑音やエコーが入ることもあります。またハム音が、相手方だけ

に聞こえる場合もあれば、Cisco IP Phoneのユーザおよび相手方の両方に聞こえる場合もありま
す。ハム雑音やブザーのような雑音は、電灯、電気モーター、大型の PCモニタなど、外部ソー
スに原因があることがあります。

場合によっては、ハム音は、ローカル電源キューブやパワーインジェクタを使用することに

より、軽減または除去が可能です。

（注）

このように、Cisco Unified IP Phoneの展開場所では、環境やハードウェアによるそれぞれ固有の
不整合が発生する可能性があるので、すべての環境に適した単一のヘッドセットは存在しません。

ヘッドセットの購入を決定し大規模に展開する前に、それらのヘッドセットについて予想される

環境でテストしパフォーマンスを測定することを推奨します。

関連トピック

外部デバイス, （xiiiページ）

音声品質

物理的、機械的、および技術的な性能以上に、ヘッドセットの音質がユーザと通話相手の双方に

とって良質である必要があります。音質の判断は主観によるため、シスコが特定のヘッドセット

のパフォーマンスを保証することは不可能です。しかし、大手メーカーのさまざまなヘッドセッ

トについて、CiscoUnified IPPhoneで良好に作動することが報告されています。詳細については、
ヘッドセットのマニュアルを参照してください。
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第 3 章

コール機能

各種の機能およびサービスを使用して、基本的なコール処理タスクを実行できます。機能のア

ベイラビリティが異なる場合、詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

• 基本コールオプション, 13 ページ

• 追加コールオプション, 15 ページ

• コールへの応答, 18 ページ

• コールの切断, 20 ページ

• 保留と復帰, 20 ページ

• ミュート, 21 ページ

• 複数のコール, 22 ページ

• 進行中のコールの移動, 22 ページ

• コール転送, 24 ページ

• ボイスメッセージシステムへのコールの転送, 25 ページ

• コール転送, 25 ページ

• サイレント, 27 ページ

• 会議コール, 29 ページ

• 応用的なコール処理, 33 ページ

基本コールオプション
基本的なコールを行うには、以下の手順を実行します。
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ヒント

•ダイヤルトーンを聞かずにオンフックでダイヤルできます（プレダイヤル）。プレダイヤル
するには、番号を入力してから、ハンドセットを取り上げてオフフックにし、[ダイヤル]を
押します。

•プレダイヤルする場合、この電話機には、発信履歴ログが利用可能な場合、そこから一致す
る電話番号を表示し、ダイヤルしている番号を前もって示す機能があります。この機能を自

動ダイヤルと呼びます。自動ダイヤルで表示された番号に発信するには、その番号までスク

ロールし、[ダイヤル]を押してオフフックにします。

•間違ってダイヤルした場合は、[<<]を押して、番号を消去します。

•コールの発信者と受信者にビープ音が聞こえる場合、そのコールはモニタまたは記録されて
いる可能性があります。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

•電話機の [録音]ソフトキーを押すことにより、録音を開始または停止できます。

•ご使用の電話機に国際コールのロギングを設定できる場合があります。これが設定されてい
ると、通話履歴、リダイヤル、コールディレクトリの各エントリに「+」記号が表示されま
す。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

関連トピック

保留と復帰, （20ページ）
通話履歴, （61ページ）

通話

手順

ハンドセットを取り上げ、番号をダイヤルします。

オンフックでダイヤルする（ダイヤルトーンあり）

手順

[発信]を押して、電話番号をダイヤルします。

番号のリダイヤル

手順

[リダイヤル]を押します。
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別のコールがアクティブな場合のコールの発信

手順

ステップ 1 を押します。

ステップ 2 [発信]を押します。

ステップ 3 番号を入力します。

通話履歴からのダイヤル

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ]を選択します。

ステップ 2 次のオプションのいずれかを選択します。

•不在履歴

•着信履歴

•発信履歴

ステップ 3 番号までスクロールし、[ダイヤル]を押します。

追加コールオプション
コールを発信するための特別な機能とサービスが電話機で使用可能な場合があります。これらの

その他のオプションについての詳細は、システム管理者にお問い合わせください。

ヒント

Ciscoエクステンションモビリティプロファイルを使用したコールの発信については、Ciscoエク
ステンションモビリティ, （46ページ）を参照してください。

関連トピック

単一電話番号を使用したビジネスコール, （48ページ）
Cisco WebDialer, （90ページ）
Web上のファストダイヤル, （78ページ）
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パーソナルディレクトリ, （68ページ）
Webでのパーソナルディレクトリ, （76ページ）
プライオリティコール, （45ページ）
ユーザオプションWebページ, （75ページ）

Cisco WebDialer を使用したパーソナルコンピュータの社内ディレクト
リからのダイヤル

手順

ステップ 1 Webブラウザを開き、WebDialer対応の社内ディレクトリに移動します。

ステップ 2 ダイヤルする番号をクリックします。

話し中または呼び出し中の内線が対応可能になったときの通知（折返

し）

コールが監察されている場合は、コール観察者は [折返し]を使用できません。（注）

手順

ステップ 1 ビジー音または呼出音が聞こえているときに、[折返し]を押します。

ステップ 2 電話を切ります。回線が利用できるようになると、電話機から通知があります。

ステップ 3 再びコールを発信します。

プライオリティ（Precedence）コールの発信
プライオリティコールは、SCCP電話機のみでサポートされています。

手順

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）アクセス番号を入力してから、電話番号を入力しま
す。
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個人アドレス帳（PAB）エントリからのダイヤル

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ] > [パーソナルディレクトリ]を選択してログインします。

ステップ 2 [個人アドレス帳]を選択し、リストを検索します。

課金コードまたはトラッキングコードを使用したコールの発信

課金コードおよびトラッキングコードは、SCCP電話機のみでサポートされています。

手順

ステップ 1 番号をダイヤルします。

ステップ 2 トーンが鳴ったら、クライアント識別コード（CMC）または強制承認コード（FAC）を入力しま
す。

モバイルボイスアクセスを使用した携帯電話からのコールの発信

手順

ステップ 1 モバイルボイスアクセス番号および PINをシステム管理者から入手します。

ステップ 2 割り当てられたモバイルボイスアクセス番号をダイヤルします。

ステップ 3 （必要に応じて）携帯電話番号および PINを入力します。

ステップ 4 会社の IP Phoneに発信するために 1を押します。

ステップ 5 自分以外のデスクトップ電話番号をダイヤルします。

ファストダイヤルコールの発信

この機能を使用するには、事前にシステム管理者がこの機能を設定し、サービスURLを回線ボタ
ンに割り当てておく必要があります。詳細については、システム管理者にお問い合わせくださ

い。
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手順

ステップ 1 ファストダイヤル回線ボタンを押します。

ステップ 2 インデックス番号までスクロールするかインデックス番号を押すかして、エントリを探し、選択

します。

指定した番号がダイヤルされます。

PAB を使用したコールの発信
この機能を使用するには、事前にシステム管理者がこの機能を設定し、サービスURLを回線ボタ
ンに割り当てておく必要があります。詳細については、システム管理者にお問い合わせくださ

い。

手順

ステップ 1 PAB回線ボタンを押します。

ステップ 2 連絡先にアクセスし、番号を選択します。

指定した番号がダイヤルされます。

コールへの応答
ハンドセットを取り上げるだけでコールに応答できます。また、電話機で使用可能な場合は、他

のオプションを使用することもできます。

詳細の参照先操作目的

保留と復帰, （20ページ）。[応答]を押します。接続されているコールか

ら新規コールに切り替え

て応答する

保留と復帰, （20ページ）。[応答]を押します。コール待機を使用して

コールに応答する

ボイスメッセージシステムへの

コールの転送, （25ページ）。
[即転送]を押します。ボイスメッセージシス

テムにコールを送信する

自動応答, （56ページ）。自動応答機能を使用します。着信コールを自動的に接

続する
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詳細の参照先操作目的

コールパーク, （38ページ）。コールパークまたはダイレクト

コールパークを使用します。

別の電話機でパークされ

たコールを取得する

コールピックアップ, （36ペー
ジ）。

コールピックアップを使用しま

す。

電話機を使用して、他の

場所で呼び出し中のコー

ルに応答する

プライオリティコール, （45
ページ）。

現在のコールを切断して [応答]を
押します。

プライオリティコールに

応答する（SCCP電話機
のみ）

単一電話番号を使用したビジネス

コール, （48ページ）。
モバイルコネクトを設定して電話

に応答します。

モバイルコネクトを有効にした場

合の動作は次のとおりです。

•デスクトップとリモート接続
先でコールを同時に受信しま

す。

•デスクトップの電話機でコー
ルに応答すると、リモート接

続先の電話機の呼出音が止

まってコールが切断され、不

在履歴メッセージが表示され

ます。

• 1つのリモート接続先でコール
に応答すると、それ以外のリ

モート接続先では呼出音が止

まってコールが切断され、不

在履歴メッセージが表示され

ます。

携帯電話またはその他の

リモート送信先でコール

に応答する

ヒント

•コールの発信者と受信者にビープ音が聞こえる場合、そのコールはモニタまたは記録されて
いる可能性があります。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

•コールセンターまたは同様の環境で勤務している場合は、事前に録音した独自のグリーティ
ングを作成、更新、および削除できます。このグリーティングは、電話機に対してエージェ

ントグリーティングが設定されている場合に自動的に再生されます。詳細については、シ

ステム管理者にお問い合わせください。
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•コール観察ユーザは、コールが監察されているときは着信コールに応答できません。

コールの切断
コールを終了するには、単純に切断します。詳細を次に示します。

操作目的

ハンドセットを受け台に戻します。または [終了]を押し
ます。

ハンドセットを使用しているときに

切断する

[終了]を押します。（スピーカを使用して）コールをモ

ニタしているときに切断する

[終了]を押します。必要に応じて、まず、コールの保留
を解除しておきます。

同じ回線上に複数のコールがある場

合に 1つのコールだけを切断する

保留と復帰
コールを保留および復帰できます。コールを保留にすると、保留アイコン がコールタイマー

の横および回線領域内に表示されます。共有回線を使用中で、もう 1人の電話ユーザがコールを
保留にすると、リモート回線の保留アイコン がコールタイマーの横および回線領域内に表示

されます。いずれの場合でも、保留の LEDが赤色 に点灯します。

電話機で保留復帰機能を有効にすると、保留にしたコールは、一定の時間が経過した後に復帰し、

呼出音が再び鳴るようになります。「復帰」コールは、ユーザが保留解除するまで、または保留

復帰がタイムアウトするまで保留状態のままです。

復帰コールの存在は、電話機の次のアクションによって示されます。

•一定の間隔で呼出音（点滅やビープ音など、電話回線の設定によって異なる）を 1回鳴らし
て警告する

•電話スクリーン下部のステータスバーに「保留復帰」という短いメッセージを表示する

•保留コールの発信者 IDの横に保留復帰アイコン の動画を表示する

ヒント

•保留機能をオンにすると通常、音楽（[保留音]が設定されている場合）またはビープ音が生
成されます。

•保留状態のコールが強調表示されている場合、保留ボタン が赤く点灯します。保留にし

ていないコールが強調表示されており、回線上に保留状態の別のコールがある場合は、保留

ボタンが点滅状態（赤）に変わります。
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•着信コールと復帰コールが同時に存在するというアラートが発生すると、デフォルトでは、
電話機のスクリーンは着信コールの表示にフォーカスを移します。システム管理者は、この

フォーカス優先度の設定を変更できます。

•共有回線を使用している場合、保留復帰の呼出音は、コールを保留している電話機でのみ鳴
ります。回線を共有する他の電話機では鳴りません。

•保留復帰のアラートが発生する間隔は、システム管理者が決定します。

•コールが監察されている場合は、コール観察者は [保留]を使用できません。

コールの保留

手順

ステップ 1 保留状態にするコールが強調表示されていることを確認します。

ステップ 2 を押します。

コールを保留から復帰

手順

ステップ 1 該当するコールが強調表示されていることを確認します。

ステップ 2 を押します。

ミュート
ミュートが有効な場合、コールの通信相手からの音声は聞こえますが、自分からの音声は通信相

手に聞こえません。ハンドセット、スピーカフォン、またはヘッドセットでミュートを使用でき

ます。

音声のミュート

[ミュート]ソフトキーを押すと、アクティブなコールをミュートできます。ソフトキーの表示は
[ミュート解除]に変わります。その後は、[ミュート解除]ソフトキーを押してコールをミュート
解除できます。
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手順

ステップ 1 コールをミュートするには、[ミュート]を押します。

ステップ 2 ミュートしたコールをミュート解除するには、[ミュート解除]を押します。

複数のコール
電話機に複数のコールを表示する方法を理解することで、コール処理の計画に役立ちます。

電話機では、強調表示されている回線についてコールが次のように表示されます。

•優先順位が最も高く、通話時間の最も長いコールがリストの先頭に表示されます。

•同じタイプのコールは、グループ化されて表示されます。たとえば、相互に通話したコール
は先頭付近に、そして保留状態のコールは末尾付近にグループ化されます。

電話機で複数のコールを切り替えることができます。

接続コールの切り替え

手順

ステップ 1 切り替え先のコールが強調表示されていることを確認します。

ステップ 2 を押します。アクティブなコールは保留状態になり、選択したコールが復帰します。

接続コールから切り替えて呼び出し中のコールに応答

手順

[応答]を押します。アクティブなコールが保留状態になります。

進行中のコールの移動
進行中のコールは、デスクトップの電話機と、携帯電話または他のリモート接続先の電話機との

間で切り替えることができます。
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進行中のコールをデスクの電話機から携帯電話に切り替え

手順

ステップ 1 [モビリティ]ソフトキーを押し、[携帯電話へコールを送信]を選択します。

ステップ 2 進行中のコールに携帯電話で応答します。

携帯電話からデスクの電話機への進行中のコールの切り替え

手順

ステップ 1 携帯電話で通話を終了して携帯電話を切断します。ただし、コールは切断しないでおきます。

ステップ 2 デスクトップの電話機で 4秒以内に [応答]ソフトキーを押し、デスクトップの電話機で通話を開
始します。

進行中のコールを携帯電話から同じ回線を共有するデスクの電話機に

切り替え（セッションハンドオフ）

手順

ステップ 1 携帯電話でセッションハンドオフ機能のアクセスコード（*74など）を入力します。アクセス
コードのリストについては、システム管理者にお問い合わせください。

ステップ 2 携帯電話で通話を終了して携帯電話を切断します。ただし、コールは切断しないでおきます。

ステップ 3 10秒以内にデスクの電話機の [応答]ソフトキーを押して、デスクの電話機で会話を開始します。
システム管理者は、デスクの電話機のコールに応答するまでの最大秒数を設定します。

同じ回線を共有する他の Cisco Unifiedデバイスには、「リモートで使用中」メッセージが表示さ
れます。
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コール転送
接続コールは転送によってリダイレクトされます。転送先は、コールの転送先となる電話番号で

す。

ヒント

•電話機でオンフック転送が有効な場合は、切断してコールを完了するか、または [転送]を押
してから切断できます。

•電話機のオンフック転送が有効でない場合は、[転送]を再び押さずに、切断することで、コー
ルを保留にします。

• [転送]は、保留中のコールをリダイレクトするためには使用できません。 をもう一度押し

て、転送前にコールの保留を解除してください。

•コールが監察されている場合は、コール観察者は転送を使用できません。

転送先の相手と会話しないでコールを転送

手順

ステップ 1 アクティブなコールから [転送]を押します。

ステップ 2 転送先の番号を入力します。

ステップ 3 [転送]をもう一度押して転送を完了するか、[終了]を押してキャンセルします。

ステップ 4 電話機のオンフック転送が有効になっている場合は、通話を切ると転送が完了します。

転送先の相手と会話してからコールの転送（打診転送）

手順

ステップ 1 アクティブなコールから [転送]を押します。

ステップ 2 転送先の番号を入力します。

ステップ 3 相手が応答するのを待ちます。

ステップ 4 [転送]をもう一度押して転送を完了するか、[終了]を押してキャンセルします。

ステップ 5 電話機のオンフック転送が有効になっている場合は、通話を切ると転送が完了します。
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ボイスメッセージシステムへのコールの転送
[即転送]を使用して、アクティブ、呼び出し中、または保留中のコールを自分のボイスメッセー
ジシステムに送信できます。コールのタイプと電話機の設定によっては、[即転送]を使用して、
別の通話相手のボイスメッセージシステムにコールを送信することもできます。

•コールが最初から別の相手の電話に送信されていた場合は、[即転送]でそのコールを自分の
ボイスメッセージシステムまたは本来のコール先のボイスメッセージシステムのいずれか

にリダイレクトできます。このオプションは、システム管理者が使用可能にします。

•コールが直接送信されている（転送されたのではない）場合、または使用している電話機が
上記のオプションをサポートしていない場合、[即転送]を使用するとコールはその電話機ユー
ザのボイスメッセージシステムにリダイレクトされます。

ヒント

•電話機にメニューが表示され、選択前にメニューが非表示になっても、[即転送]をもう一度
押すと、メニューが再表示されます。システム管理者に、タイムアウト値を現在より長く設

定するように相談することもできます。

•進行中のコールを、携帯電話から同じ回線を共有する Cisco Unified Phoneに切り替えると
（セッションハンドオフ）、Cisco Unified Phoneの即転送機能は無効になります。即転送機
能は、コールが終了すると復帰します。

アクティブ、呼び出し中、または保留中のコールのボイスメッセージ

システムへの送信

手順

ステップ 1 [即転送]を押します。
リダイレクトオプションを使用できない場合、コールは、ボイスメッセージシステムに転送さ

れます。

ステップ 2 リダイレクトオプションを使用できる場合、電話機に新しいメニューが表示されます。オプショ

ンを選択して、コールをリダイレクトします。

コール転送
コール転送機能を使用すると、自分の電話機にかかってくる着信コールを別の電話番号にリダイ

レクトできます。
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システム管理者によって設定されている場合は、次の2種類のコール転送機能から選択できます。

•無条件のコール転送（すべてのコール転送）：受信したすべてのコールに適用されます。

•条件付きコール転送（無応答時転送、話中転送、カバレッジなし時転送）：条件に応じて、
受信した特定のコールに適用されます。

不在転送機能には電話機または Cisco Unified Communications ManagerユーザオプションWebペー
ジからアクセスできますが、条件付きコール転送機能には、ユーザオプションWebページからの
みアクセスできます。以下のコール転送機能のうち、どの機能を使用できるかは、システム管理

者が決定します。

ヒント

•転送先番号は、自分の電話機からダイヤルする場合とまったく同じように入力します。たと
えば、必要に応じてアクセスコードや市外局番を入力します。

•従来のアナログ電話機、または他の IP Phoneにコールを転送できます。ただし、システム管
理者がコール転送機能を社内の番号に制限している場合があります。

•コール転送は、電話回線固有です。コール転送が有効でない回線にコールがかかってきた場
合、通常どおりコールの呼出音が鳴ります。

•システム管理者は、転送されたコールを受信した人物から転送者への連絡を可能にする、
コール転送オーバーライド機能を有効にできます。このオーバーライドが有効になると、転

送先から転送者の電話に発信されたコールは転送されず、呼出音が鳴ります。

•すべてのコール転送を電話機から直接設定すると、設定が拒否される場合があります。設定
が拒否されるのは、コール転送ループを招く転送先番号が入力された場合、またはコール転

送チェーンで許可された最大リンク数を超えることになる転送先番号が入力された場合で

す。

•進行中のコールを、携帯電話から同じ回線を共有する Cisco Unifiedデバイスに切り替えると
（セッションハンドオフ）、Cisco Unifiedデバイスでコール転送機能が無効になります。
コール転送機能は、コールが終了すると復帰します。

•コール転送が有効になったら、次のことを確認します。

◦交互に点滅するコール転送のアイコン が電話番号の横に表示される。

◦ステータス行にコール転送の転送先番号が表示されている。

関連トピック

Webでのユーザ設定, （84ページ）
ユーザオプションWebページ, （75ページ）
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電話機からのすべてのコール転送の設定およびキャンセル

手順

ステップ 1 すべてのコールの転送を設定するには、[不在]を押し、転送先の電話番号を入力します。
電話機がすべてのコールを転送していることを示す、視覚的なインジケータが電話機に表示され

ます。

ステップ 2 すべてのコールの転送をキャンセルするには、[不在]を押します。
コールが転送されている電話機であることを示す視覚的なインジケータが電話機の表示から削除

されます。

コール転送をリモートで設定またはキャンセル

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 コール転送の設定にアクセスします。

サイレント
サイレント（DND）は、着信コールの音声および表示によるすべての通知をオフにします。電話
機の DND機能を有効にするのはシステム管理者です。

電話機で DNDと [コール転送]の両方が有効になっている場合、コールは転送され、発信者には
ビジー音が聞こえません。

DNDと他の種類のコールとの相関関係は、次のとおりです。

• DNDはインターコムコールまたは非インターコム優先コールには影響しません。

• DNDと自動応答の両方を有効にした場合は、インターコムコールだけが自動応答されます。

•進行中のコールを、携帯電話から同じ回線を共有する Cisco Unified Phoneに切り替えると
（セッションハンドオフ）、電話機のサイレント機能は無効になります。DND機能は、コー
ルが終了すると復帰します。
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DND のオンおよびオフの切り替え

手順

ステップ 1 DNDをオンにするには、[DND]を押します。
ステータス行に「サイレント」と表示され、呼出音がオフになります。

ステップ 2 DNDをオフにするには、[DND]を押します。

コールの設定からサイレントのオフ

手順

ステップ 1 [デバイス設定] > [コールの設定] > [サイレント]を押します。

ステップ 2 [いいえ]を選択してから、[保存]を押します。

DND 設定のセットアップ
サイレントの設定値がユーザオプションページに表示されるようにシステム管理者によって設定

されている場合は、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 ドロップダウンメニューから [ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。

ステップ 3 次のオプションを設定できます。

• [サイレント]：サイレントを有効または無効に設定します。

• [DNDオプション]：[コール拒否]（音声および表示によるすべての通知をオフにする）また
は [呼出音オフ]（呼出音だけをオフにする）を選択します。

• [DND着信呼警告]（設定された DNDオプションに適用される）：アラートをビープ音のみ
または点滅のみに設定するか、アラート通知を無効にします。または、[なし]を選択します
（システム管理者が設定した「アラート」設定が使用されます）。
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会議コール
Cisco Unified IP Phoneでは、会議コールで複数の参加者と同時に会話できます。

会議は、必要に応じて、また電話機で使用できる機能に応じて、次に示す方法で開催できます。

• 会議

参加者それぞれにコールを発信することによって、標準の（アドホック）会議を開催

できます。 [会議]を使用します。会議機能は、ほとんどの電話機で使用できます。

• 参加

既存の複数のコールを結合することによって、標準の（アドホック）会議を開催でき

ます。 [参加]を使用します。

• C割り込み

共有回線のコールに自分自身を追加することによって、標準の（アドホック）会議を

開催できます。 [C割込]を使用します。 C割り込み機能を使用できるのは、共有回線
を使用する電話機のみです。

• ミートミー

会議番号にコールを発信することによって、会議を開催したり、会議に参加したりで

きます。 [ミートミー]を使用します。

アドホック会議

アドホック会議では、各参加者にコールを発信できます。会議機能は、ほとんどの電話機で使用

できます。

参加者にコールを発信した会議の開催

手順

ステップ 1 接続コールで、[会議]を押します。

ステップ 2 参加者の電話番号を入力します。

ステップ 3 コールが接続されるまで待ちます。

ステップ 4 [会議]をもう一度押して、参加者をコールに追加します。

ステップ 5 この操作を繰り返して、参加者を追加します。
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既存の会議に新しい参加者の追加

会議の開催者以外が参加者を追加または削除できるかどうかは、システム管理者が決定します。

手順

ステップ 1 接続コールで、[会議]を押します。

ステップ 2 参加者の電話番号を入力します。

ステップ 3 コールが接続されるまで待ちます。

ステップ 4 [会議]をもう一度押して、参加者をコールに追加します。

ステップ 5 この操作を繰り返して、参加者を追加します。

会議への参加

参加機能を使用すると、複数の既存のコールを結合して、自分が参加者となる会議を開催できま

す。

単一電話回線の既存コールの結合

手順

ステップ 1 アクティブなコールから会議に含める別のコールを選択し、[選択]を押します。
選択したコールにアイコン が表示されます。

ステップ 2 追加するコールごとにこのステップを繰り返します。

ステップ 3 [参加]を押します。 [参加]を表示するために、[次へ]ソフトキーを押す必要がある場合がありま
す。

2 つの既存の会議の結合
この機能が使用可能になっているかどうかをシステム管理者に確認してください。
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手順

[参加]ソフトキーまたは [D転送]ソフトキーを使用します。

割り込み会議

C割り込みを使用すると、共有回線のコールに自分自身を追加することによって、会議を開催で
きます

関連トピック

共有回線, （40ページ）

共有回線上のコールに割り込んだ会議の作成

手順

コールを強調表示し、[C割込]を押して操作を完了します。

ミートミー会議

ミートミー会議では、会議番号に発信することで、会議の開催や参加をすることができます。

ヒント

•非セキュアな電話機からセキュアなミートミー会議の電話番号をコールした場合、電話機に
は、「認証されていないデバイス」というメッセージが表示されます。詳細については、セ

キュアコール, （42ページ）を参照してください。

•すべての参加者が電話を切ると、ミートミー会議は終了します。

•会議の開催者が切断しても、電話会議は、すべての参加者が電話を切るまで続行されます。

ミートミー会議の開催

参加者は、開催者が会議を開始するまで、会議に参加できません。
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手順

ステップ 1 システム管理者からミートミー電話番号を入手します。

ステップ 2 その電話番号を参加者に配布します。

ステップ 3 会議を開催する準備ができたら、オフフックにしてダイヤルトーンを受信し、[ミートミー]を押
します。

ステップ 4 ミートミー会議の電話番号をダイヤルします。

会議の参加者は、ミートミー電話会議番号をダイヤルして会議に参加できます。

ミートミー会議への参加

手順

ステップ 1 会議の開催者から配布されたミートミー会議の電話番号をダイヤルします。

ステップ 2 ビジートーンが聞こえる場合は、会議の開催者がまだ会議に参加していません。しばらくしてか

ら、再びコールしてみてください。

会議参加者リスト

標準の（アドホック）会議中に、参加者のリストを表示したり、参加者を削除したりできます。

参加者リストを使用した会議のコントロール

会議の参加者リスト（[参加者]）には、最大 16人の参加者が表示されます。ユーザは会議ブリッ
ジでサポートされる数だけ会議参加者を追加できますが、[参加者]には 16人の参加者しか表示さ
れません。新しい参加者が会議に参加すると、[参加者]には最新の16人の参加者だけ表示されま
す。

手順

ステップ 1 [参加者]または [会議参加者リスト]を押します。
会議に参加した順序に従って、参加者がリストに表示されます。最後に追加された参加者がリス

トの先頭になります。
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ステップ 2 会議参加者の更新済みリストを取得するには、[更新]を押します。

ステップ 3 会議の開催者を確認するには、リストの末尾にある、名前の横にアスタリスク（*）の付いた参加
者を見つけます。

ステップ 4 すべての会議参加者を削除するには、参加者の名前を強調表示し、[削除]を押します。

ステップ 5 会議に最後に追加された参加者をドロップするには、[ドロップ]を押します。
参加者を削除できるのは、会議コールの開催者だけです。

電話会議のセキュリティを確認

手順

ステップ 1 会議のセキュリティを確認するには、[参加者]または [会議参加者リスト]を押します。

ステップ 2 電話会議が安全であることを確認するには、電話スクリーンの [会議] の後ろにアイコン また

は が表示されていることを確認します。

ステップ 3 参加者が安全な電話からコールしていることを確認するには、電話スクリーンに表示された参加

者の名前の横に アイコンまたは アイコンがあるかどうかを見ます。

応用的なコール処理
応用的なコール処理のタスクには、特別な機能が伴うため、コール処理の需要や作業環境に応じ

て、システム管理者に電話機の設定を依頼します。

スピードダイヤル

スピードダイヤル機能を使用すると、インデックス番号の入力、または電話スクリーンの項目の

選択により、コールを発信できます。設定に応じて、電話機で、複数のスピードダイヤル機能を

サポートできます。

•スピードダイヤル

•短縮ダイヤル

•ファストダイヤル

スピードダイヤル番号と短縮ダイヤルを設定するには、ユーザオプションWebページにアクセス
できる必要があります。ファストダイヤルを設定するには、パーソナルディレクトリ機能にア

クセスできる必要があります。システム管理者が、スピードダイヤル機能を設定することもでき

ます。
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関連トピック

ユーザオプションWebページ, （75ページ）
パーソナルディレクトリ, （68ページ）

スピードダイヤルボタンを使用したコールの発信

手順

ステップ 1 スピードダイヤルボタンを設定します。

ステップ 2 コールを発信するには、 （スピードダイヤルボタン）を押します。

オンフック短縮ダイヤルを使用したコールの発信

手順

ステップ 1 短縮ダイヤルコードを設定します。

ステップ 2 コールを発信するには、短縮ダイヤルコードを入力し、[短縮]を押します。

オフフック短縮ダイヤルを使用した会議の開始

手順

ステップ 1 ハンドセットを取り上げます。

ステップ 2 [短縮]ソフトキーを押し、キーパッドを使用して短縮ダイヤルコードを入力します。

ステップ 3 [短縮]ソフトキーをもう一度押します。
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オフフック短縮ダイヤルを使用した会議の開始

手順

ステップ 1 [会議]ソフトキーを押します。ダイヤルトーンが鳴ります。

ステップ 2 [短縮]ソフトキーを押し、キーパッドを使用して短縮ダイヤルコードを入力します。

ステップ 3 [短縮]ソフトキーをもう一度押します。

ステップ 4 [会議]ソフトキーをもう一度押します。

オフフック短縮ダイヤルを使用したコールの転送

手順

ステップ 1 [転送]ソフトキーを押します。ダイヤルトーンが鳴ります。

ステップ 2 [短縮]ソフトキーを押し、キーパッドを使用して短縮ダイヤルコードを入力します。

ステップ 3 [短縮]ソフトキーをもう一度押します。

ステップ 4 [転送]ソフトキーをもう一度押します。

コール保留でのオフフック短縮ダイヤルを使用したコールの発信

手順

ステップ 1 [発信]ソフトキーを押します。

ステップ 2 [短縮]ソフトキーを押し、キーパッドを使用して短縮ダイヤルコードを入力します。

ステップ 3 [短縮]ソフトキーをもう一度押します。
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ファストダイヤルを使用したコールの発信

手順

ステップ 1 個人アドレス帳エントリを作成し、ファストダイヤルコードを割り当てます。

ステップ 2 コールを発信するには、電話機からファストダイヤルサービスにアクセスします。

コールピックアップ

コールピックアップでは、同僚の電話機で呼び出し中のコールを自分の電話機にリダイレクトす

ることによって、そのコールに応答できます。同僚とコール処理タスクを共有する場合、コール

ピックアップを使用できます。

ヒント

•ピックアップ対象のコールが複数ある場合、電話機は最も古いコール（呼び出し中の状態が
最も長いコール）からピックアップします。

• [Gピック]ソフトキーを押して回線番号を入力すると、電話機はその回線で呼び出し中のコー
ルをピックアップします（回線が使用可能な場合）。

•ユーザの電話機の設定によっては、ピックアップグループへのコールに関する音声または表
示によるアラートを受信する場合があります。

コールピックアップグループ内の別の内線の呼び出し中コールへの応答

手順

ステップ 1 [ピック]ソフトキーを押します（ソフトキーを表示するためにオフフックにしなければならない
場合があります）。

電話機が自動ピックアップをサポートする場合、コールに接続します。

ステップ 2 コールが鳴ったら、[応答]を押してコールに接続します。
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コールピックアップグループ外の別の内線の呼び出し中コールへの応答

手順

ステップ 1 [Gピック]ソフトキーを押します（ソフトキーを表示するためにオフフックにしなければならな
い場合があります）。

ステップ 2 グループピックアップ番号を入力します。

電話機が自動ピックアップをサポートする場合、コールに接続します。

ステップ 3 コールが鳴ったら、[応答]を押してコールに接続します。

グループまたは関連グループ内の別の内線での呼び出し中コールへの応答

手順

ステップ 1 [他 Grp]ソフトキーを押します（ソフトキーを表示するためにオフフックにしなければならない
場合があります）。

電話機が自動ピックアップをサポートする場合、コールに接続します。

ステップ 2 コールが鳴ったら、[応答]を押してコールに接続します。

特定の内線（回線番号）で呼び出し中のコールへの応答

手順

ステップ 1 [Gピック]ソフトキーを押します（ソフトキーを表示するためにオフフックにしなければならな
い場合があります）。

ステップ 2 ピックアップするコールの回線番号を入力します。たとえば、ピックアップするコールが回線

12345で鳴っている場合、12345と入力します。
電話機が自動ピックアップをサポートする場合、コールに接続します。

ステップ 3 コールが鳴ったら、[応答]を押してコールに接続します。
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コールパーク

コールをパークすると、コールを保存し、Cisco Unified Communications Managerシステムの別の
電話機（同僚のデスクや会議室の電話機など）でコールを取得できます。

次の方法を使用してコールをパークできます。

•コールパーク：[パーク]を使用して、コールを保存します。コールに割り当てられたコール
パーク番号が電話機に表示されます。この番号を記録し、コールを取得する場合もこの番号

を使用する必要があります。

•ダイレクトコールパーク：[転送]ソフトキーを使用して、ダイヤルまたはスピードダイヤ
ルする使用可能なダイレクトコールパーク番号にコールを転送します。ダイレクトコール

パーク番号からコールを取得するには、パーク取得プレフィックスをダイヤルしてから、同

じダイレクトコールパーク番号にダイヤルまたはスピードダイヤルする必要があります。

ヒント

パークされたコールを取得するまで制限時間があります。制限時間を超えると元の番号での呼び

出しが再開します。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

コールパークを使用したアクティブコールの保存および受け取り

手順

ステップ 1 コール中に [パーク]を押します。 [パーク]を表示するために、[次へ]ソフトキーを押す必要があ
る場合があります。

ステップ 2 電話スクリーンに表示されたコールパーク番号を記録します。

ステップ 3 電話を切ります。

ステップ 4 パーク中のコールに応答するには、ネットワークの任意の Cisco Unified IP Phoneからコールパー
ク番号を入力します。
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アクティブなコールのダイレクトコールパーク番号への転送および保存

手順

ステップ 1 コール中に [転送]を押します。

ステップ 2 ダイレクトコールパーク番号に割り当てられたスピードダイヤル番号を選択するか、番号をダ

イヤルします。

ステップ 3 もう一度 [転送]を押して、コールの保存を終了します。

パークされたコールをダイレクトコールパーク番号からの取得

手順

ネットワーク内の任意の Cisco Unified IP Phoneから、次のいずれかの方法を使用します。
a) パーク取得プレフィックスを入力し、ダイレクトコールパーク番号をダイヤルします。
b) パーク取得プレフィックスを入力し、ダイレクトコールパーク番号のスピードダイヤルを選
択して、コールに接続します。

ハントグループ

大量の着信コールを受信する組織に属している場合、ハントグループのメンバーになっている可

能性があります。ハントグループには、着信コールの負荷を共有する一連の電話番号が設定され

ています。ハントグループ内の最初の電話番号が使用中の場合は、次に使用可能な番号がグルー

プ内で検索され、その電話機にコールが転送されます。

電話機から離れているときは、ハントグループからログアウトすることによって、ハントグルー

プのコールが自分の電話機で鳴らないようにできます。

ヒント

ハントグループからログアウトしても、ハントグループ以外のコールは引き続き着信します。
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ハントグループのログインおよびログアウト

手順

ステップ 1 [ハント]を押します。ハントグループにログインしました。

ステップ 2 [ハント]を押します。電話スクリーンに [ハント グループからログアウト]と表示されます。

共有回線

次の場合、システム管理者が共有回線の使用を指示することがあります。

•複数の電話機で 1つの電話番号を使う

•同僚とコール処理タスクを共有する

•マネージャに代わってコールを処理する

リモートで使用中のアイコン

リモートで使用中のアイコン は、共有回線の別の電話機に接続コールがある場合に表示されま

す。リモートで使用中のアイコンが表示されていても、通常どおり共有回線でコールを発信およ

び受信できます。

コール情報と割り込み

共有回線の電話機には、共有回線で発信および受信したコールに関する情報がそれぞれ表示され

ます。この情報には、発信者 IDや通話時間などが含まれます。例外については、プライバシー,
（40ページ）を参照してください。

コールに関する情報がこのように表示されているときは、[割込み]または [C割込]を使用して、
回線を共有する同僚とともに、コールに参加できます。割り込み、C割り込み、および共有回線
のコール, （41ページ）を参照してください。

プライバシー

回線を共有している同僚に対して自分のコールに関する情報が表示されないようにするには、プ

ライバシー機能を有効にします。この機能を有効にすると、自分のコールに同僚が割り込むのを

防止することもできます。プライバシーおよび共有回線, （42ページ）を参照してください。
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共有回線でサポートされるコールの最大数は、電話機によって異なります。（注）

割り込み、C 割り込み、および共有回線のコール
割り込み機能（[C割込]および [割込み]）を使用して、共有回線のコールに自分自身を追加でき
ます。コールは、非通知コールでない必要があります。

電話機の設定によっては、[C割込]または [割込み]を使用して、共有回線のコールに自分自身を
追加できる場合があります。

• [C割込]を使用すると、コールを標準の会議に切り替え、新しい参加者を追加できます。

• [割込み]を使用すると、コールに自分自身を追加することはできますが、コールを会議に切
り替えることや、新しい参加者を追加することはできません。

ヒント

•コールに割り込むと、他の参加者に対して自分の存在を知らせるビープ音を鳴らすことがで
きます。 [C割込]を使用した場合は、他の参加者に短い割り込み音が聞こえ、電話スクリー
ンが切り替わって会議の詳細が表示されます。

•割り込んだコールを中止すると、他の参加者に対してビープ音が鳴ります。

•共有回線の電話機でプライバシー機能が有効な場合、コールの情報や割り込みのソフトキー
は、回線を共有する別の電話機には表示されません。

•共有回線を使用している電話のプライバシーが無効で、Private Line Automated Ringdown
（PLAR）で設定されている場合でも、割り込み機能とC割り込み機能はまだ使用できます。

• [割込み]を使用して参加したコールが保留状態になるか、転送されるか、または会議コール
に切り替えられた場合は、そのコールから切断されます。

•共有回線が使用中かどうかを確認するには、リモート使用中アイコン を確認します。

•会議参加者を表示する場合は（[C割込]を使用）、会議参加者リスト, （32ページ）を参照
してください。

関連トピック

共有回線, （40ページ）
会議コール, （29ページ）
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共有回線コールへの割り込み

手順

ステップ 1 リモートで使用中のコールを強調表示します。

ステップ 2 [割込み]を押します。 [割込み]を表示するために、[次へ]ソフトキーを押す必要がある場合があ
ります。

他の参加者に対して自分の割り込みを知らせるビープ音が鳴ります。

プライバシーおよび共有回線

電話回線を共有している場合、プライバシー機能を使用すると、この回線を共有している他者が

自分のコールを表示したりコールに割り込んだり（自分自身を追加）しないようにできます。

ヒント

回線を共有している電話でプライバシーが有効になっている場合は、通常どおり、共有回線を使

用して通話を発信および受信できます。

他者が共有回線のコールを表示したり、コールに割り込んだりするのを防止および許可

手順

ステップ 1 他者が共有回線のコールを表示したり、コールに割り込んだりするのを防止するには、

a) [詳細] > [非通知]を押します。
b) プライバシーがオンになっていることを確認するには、電話スクリーン上で、プライバシーが
有効であることを示すアイコン が [非通知]の横に表示されていることを確認します。

ステップ 2 他者が共有回線のコールを表示したり、コールに割り込んだりするのを許可するには、

a) [詳細] > [非通知]を押します。
b) プライバシーがオフになっていることを確認するには、電話スクリーン上で、プライバシーが
無効であることを示すアイコン が [非通知]の横に表示されていることを確認します。

セキュアコール

システム管理者による電話システムの設定方法によって異なりますが、電話機ではセキュアコー

ルの発信と受信がサポートされます。セキュアコールを発信できるかどうかは、管理者に問い合

わせてください。
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電話機では、次のタイプのコールがサポートされます。

•認証済みコール：コールに参加しているすべての電話機の IDが検証されています。

•暗号化済みコール：電話機は、Cisco Unified Communications Managerネットワーク内で暗号
化済の音声（会話）を受信および転送します。暗号化済みコールは認証済みのコールです。

•保護されたコール：電話機は、Cisco Unified Communications Managerサーバ上の安全な（暗
号化済みおよび信頼済みの）デバイスであり、Cisco Unified Communications Manager
Administrationで「保護されたデバイス」として設定されています。

Cisco Unified Communications Manager Administrationで [セキュア通知トーンの再生]が [はい]
になっている場合、保護された電話機でコールの開始時にセキュアまたは非セキュア通知

トーンが再生されます。

◦エンドツーエンドのセキュアメディアがセキュアリアルタイム転送プロトコル（SRTP）
によって確立され、コールステータスがセキュアである場合、セキュア通知トーン（短

い間隔で 3回の長いビープ音）が再生されます。

◦エンドツーエンドの非セキュアメディアがリアルタイムプロトコル（RTP）によって
確立され、コールステータスが非セキュアである場合、非セキュア通知トーン（短い間

隔で 6回の短いビープ音）が再生されます。

[セキュア通知トーンの再生]オプションが [いいえ]になっている場合、トーンは再生さ
れません。

•保護されていないコール：電話機は、Cisco Unified Communications Managerで「保護された
デバイス」のステータスを持っていません。セキュアまたは非セキュア通知トーンは再生さ

れません。

•非セキュアコール：電話機は、Cisco Unified Communications Managerサーバ上で保護されて
おらず、コールステータスは非セキュアです。

詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

次の表に、コール情報の確認方法を示します。

操作目的

コールアクティビティ領域の右上、通話時間タイマーの横にある

セキュリティアイコンが、次のいずれかの状態になっていること

を確認します。

認証済みコールまたは会議

暗号化済みコールまたは会議

非セキュアなコールまたは会議

コールまたは会議のセキュ

リティレベルを確認する
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操作目的

コールの開始時にセキュア通知トーンの音を確認します。

•セキュアコールステータス：電話機が保護されており、[セ
キュア通知トーンの再生]が有効で、コールステータスがセ
キュアである場合、保護された電話機でコールの開始時にセ

キュア通知トーン（短い間隔で3回の長いビープ音）が再生さ
れます。また、コールが安全であることを示すロックアイコ

ンが表示されます。

•非セキュアコールステータス：電話機が保護されており、[セ
キュア通知トーンの再生]が有効で、コールステータスが非セ
キュアである場合、保護された電話機でコールの開始時に非セ

キュア通知トーン（短い間隔で6回の短いビープ音）が再生さ
れます。また、コールが安全でないことを示す再生矢印アイ

コンが表示されます。

詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

電話接続（コールステータ

ス）がセキュアであること

を確認する

相互作用や制約、制限によって、電話機におけるセキュリティ機能の動作が悪影響を受ける場

合があります。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

（注）

コールに関係するデバイスは、信頼できるデバイスまたは信頼できないデバイスのいずれかで

す。コールが安全な場合でも、信頼できないデバイスから発着信したコールのとき、[Cisco
Unified IP Phone]画面に鍵アイコンまたはシールドアイコンは表示されません。

（注）

不審なコールのトレース

不審（迷惑）なコールを受信している場合、システム管理者は電話機に迷惑呼 ID（MCID）機能
を追加できます。この機能を使用すると、アクティブなコールを不審なコールとして識別できま

す。その結果、一連のトラッキングと通知のメッセージが自動的に発信されます

システム管理者への不審なコールまたは嫌がらせのコールの受信の通知

手順

[迷惑呼]を押します。
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電話機でトーンが再生され、「迷惑呼の処理完了」というメッセージが表示されます。管理者

は、適切な処置を取るためのサポート情報とともにコールに関する通知を受信します。

プライオリティコール

この機能は、SCCP電話機のみに適用されます。

官庁のような特別な環境では、緊急または重要なコールを発信および受信しなければならない場

合があります。このような特別なコールの処理が必要な場合は、システム管理者が電話機に

Multilevel Precedence and Preemption（MLPP）を追加することができます。

次の用語を覚えておいてください。

• Precedence：コールに関連付けられたプライオリティを示します。

• Preemption：プライオリティの低い既存のコールを終了して、電話機に送信されたプライオ
リティのより高いコールを受け入れる処理です。

操作目的または状態

対応するコールのPrecedence番号のリストについては、シ
ステム管理者にお問い合わせください。

発信コールのプライオリティレベル

（Precedence）を選択する

電話番号の前に、システム管理者から提供されたMLPP
アクセス番号を入力します。

プライオリティ（Precedence）コール
をかける

プライオリティ（Precedence）コールを受けていることを
意味します。コールのプライオリティレベルは、電話ス

クリーン上のMLPPアイコンによって示されます。

特別な呼出音（通常より速い）また

は特別なコール待機音が鳴る

電話スクリーン上のMLPPアイコンを確認します。

プライオリティコール

中程度のプライオリティの（即時）コール

プライオリティの高い（フラッシュ）コール

プライオリティの最も高い（フラッシュオーバーライ

ド）コール、つまりエグゼクティブオーバーライドコー

ル

より高いプライオリティのコールが、コールリストの先

頭に表示されます。MLPPアイコンが表示されていない
場合、コールのプライオリティレベルは通常（ルーチン）

です。

コールのプライオリティレベルを表

示する

通常どおりにコールに応答します。必要に応じて、先に

アクティブなコールを終了します。

プライオリティのより高いコールを

受け入れる
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操作目的または状態

自分または通話相手が、現在のコールより優先されるべき

コールを受信しています。すぐに切断し、プライオリティ

のより高いコールの呼出音が鳴るようにします。

コール中に連続したトーンが聞こえ

る

ヒント

• MLPPが有効なコールを発信または受信すると、標準のトーンとは異なる特別な呼出音とコー
ル待機音が鳴ります。

•無効なMLPPアクセス番号を入力すると、音声案内によってエラーが警告されます。

•次の場合には、MLPPを使用したコールの優先度と優先ステータスがそのまま維持されます。

◦コールを保留にする

◦コールを転送する

◦コールを 3者会議に追加する

◦ピックアップを使用してコールに応答する

• MLPPを使用すると、サイレント（DND）機能が無効になります。

Cisco エクステンションモビリティ
Ciscoエクステンションモビリティ（EM）を使用すると、Cisco Unified IP Phoneを一時的に自分
の電話機として設定できます。 EMにログインすると、電話機が、電話回線、機能、設定された
サービス、およびWebベースの設定といったユーザプロファイルを選択します。システム管理
者は、EMを設定する必要があります。

Ciscoエクステンションモビリティの PIN変更機能では、Cisco Unified IP Phoneから PINを変更
できます。

ヒント

•一定の時間が過ぎると、EMによって自動的にログアウトされます。この時間制限は、シス
テム管理者により設定されます。

• Cisco Unified Communications ManagerユーザオプションWebページを使用して EMプロファ
イルに加えた変更は、電話機で EMにログインしている場合はすぐに有効になります。ログ
インしていない場合は、次回ログインしたときに有効になります。

•ユーザオプションWebページを使用して電話機に加えた変更は、EMからログアウトしてい
る場合はすぐに有効になります。ログアウトしていない場合は、ログアウトした後に有効に

なります。

•電話機によって制限を受けるローカル設定は、EMプロファイルには保存されません。
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EM へのログイン

手順

ステップ 1 を押して、[サービス] > [EMサービス]（名前は異なる場合があります）を選択します。

ステップ 2 ユーザ IDと PIN（システム管理者から取得）を入力します。

ステップ 3 プロンプトが表示されたら、デバイスプロファイルを選択します。

EM からのログアウト

手順

ステップ 1 を押して、[サービス] > [EMサービス]（名前は異なる場合があります）を選択します。

ステップ 2 ログアウトの指示があったら、[はい]を押します。

クレデンシャルの変更サービスを使用した PIN の変更

手順

ステップ 1 を押し、[サービス] > [クレデンシャルの変更]を選択します。

ステップ 2 [ユーザ ID]フィールドにユーザ IDを入力します。

ステップ 3 [現在の PIN]フィールドに PINを入力します。

ステップ 4 [新しい PIN]フィールドに新しい PINを入力します。

ステップ 5 [PINの確認]フィールドに新しい PINをもう一度入力します。

ステップ 6 [変更]を押します。
PINの変更が完了したことを知らせるメッセージが表示されます。

ステップ 7 [終了]を押します。
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[PIN の変更] ソフトキーを使用した PIN の変更

手順

ステップ 1 を押して、[サービス] > [EMサービス]（名前は異なる場合があります）を選択します。

ステップ 2 [PINの変更]を押します。

ステップ 3 [現在の PIN]フィールドに PINを入力します。

ステップ 4 [新しい PIN]フィールドに新しい PINを入力します。

ステップ 5 [PINの確認]フィールドに新しい PINをもう一度入力します。

ステップ 6 [変更]を押します。
PINの変更が完了したことを知らせるメッセージが表示されます。

ステップ 7 [終了]を押します。

単一電話番号を使用したビジネスコール

Intelligent Session Controlは、携帯電話番号をビジネス IP電話番号に関連付けます。リモート接続
先（携帯電話）へのコールを着信すると、デスクの電話機の呼出音は鳴りません。リモート接続

先のみが鳴ります。携帯電話で着信コールに応答すると、デスクの電話機には「リモートで使用

中」メッセージが表示されます。

通話中には、任意の携帯電話機能も使用できます。たとえば、携帯番号へのコールが着信した場

合、デスクの電話機からコールに応答したり、コールを携帯電話からデスクの電話機にハンドオ

フしたりできます。

操作目的

携帯電話のさまざまな機能を使用します（*74など）。アクセス
コードのリストについては、システム管理者にお問い合わせくださ

い。

着信のモバイルアクティブ

コールをデスクの電話機に

転送する。

モバイルコネクトおよびモバイルボイスアクセス

モバイルコネクトとモバイルボイスアクセスをインストールしておくと、デスクトップの電話

番号に関連付けられているコールを携帯電話で処理できます。
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操作目的

ユーザオプションWebページを使用して、リモート接続先を設定
し、特定の電話番号からのコールがリモート接続先に渡されるのを

許可またはブロックするためのアクセスリストを作成します。モ

バイルコネクト用の電話機およびアクセスリストの設定,（88ペー
ジ）を参照してください。

モバイルコネクトを設定す

る

コールへの応答, （18ページ）を参照してください。携帯電話でコールに応答す

る

進行中のコールの移動, （22ページ）を参照してください。進行中のコールをデスクの

電話機と携帯電話との間で

切り替える

追加コールオプション, （15ページ）を参照してください。携帯電話からコールを発信

する

要求された情報（携帯電話の番号または PIN）の入力を 3回連続して誤ると、モバイルボイスア
クセスコールから切断され、一定の時間ロックアウトされます。サポートが必要な場合は、シス

テム管理者に問い合わせてください。

ヒント

次の条件があてはまる場合は、モバイルボイスアクセスにコールするときに発信番号とPINを入
力する必要があります。

•発信している番号がリモート接続先の番号の 1つでない場合。

•通信事業者によって番号がブロックされている（「不明な番号」と表示される）場合。

•番号が Cisco Unified Communications Managerのデータベースと完全には一致しない場合。た
とえば、ユーザの番号が 510-666-9999でデータベースに表示されている番号が 666-9999の
場合や、ユーザの番号が 408-999-6666でデータベースには 1-408-999-6666と入力されている
場合などがこれに当てはまります。

関連トピック

進行中のコールの移動, （22ページ）

携帯電話で応答したコールの保留

手順

ステップ 1 [エンタープライズ保留]を押します（名前は異なる場合があります）。
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通話相手は保留状態になります。

ステップ 2 携帯電話で、[復帰]（名前は異なる場合があります）ソフトキーを押します。

携帯電話でピックアップしたコールで会議コールの開始

手順

ステップ 1 携帯電話で、[会議]（名前は異なる場合があります）ソフトキーを押します。

ステップ 2 会議用のエンタープライズアクセスコードをダイヤルして、新規コールを開始します。通話相

手は保留状態になります。

ステップ 3 [会議]ソフトキーを押して会議の設定を完了し、両方の発信者を会議に含めます。

モバイルボイスアクセスへの接続

手順

ステップ 1 任意の電話機から、割り当てられたモバイルボイスアクセス番号をダイヤルします。

ステップ 2 発信番号（要求された場合）と PINを入力します。

携帯電話からのモバイルコネクトの有効化

手順

ステップ 1 割り当てられたモバイルボイスアクセス番号をダイヤルします。

ステップ 2 （必要に応じて）携帯電話番号および PINを入力します。

ステップ 3 2を押してモバイルコネクトを有効にします。

ステップ 4 モバイルコネクト有効化の対象を選択します。設定済みの電話機すべて、または 1台のみです。

•すべての電話機の場合：2を入力します。

• 1台の電話機の場合：1を入力します。次にリモート接続先として追加する番号を入力し、
続けてポンド記号（#）を入力します。
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携帯電話からのモバイルコネクトの無効化

手順

ステップ 1 割り当てられたモバイルボイスアクセス番号をダイヤルします。

ステップ 2 （必要に応じて）携帯電話番号および PINを入力します。

ステップ 3 3を押してモバイルコネクトを無効にします。

ステップ 4 モバイルコネクト無効化の対象を選択します。設定済みの電話機すべて、または 1台のみです。

•すべての電話機の場合：2を入力します。

• 1台の電話機の場合：1を入力します。次にリモート接続先から削除する番号を入力し、続
けてポンド記号（#）を入力します。

すべてのリモート接続先へのモバイルコネクトアクセスをデスクの電話機でオンまたはオフにする

手順

ステップ 1 [モビリティ]を押して、リモート接続先の現在のステータス（有効または無効）を表示します。

ステップ 2 [選択]を押して、ステータスを変更します。

ステップ 3 [終了]を押します。
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第 4 章

ハンドセット、ヘッドセット、およびスピー

カ

Cisco Unified IP Phone 7906G/7911Gには、ハンドセットとスピーカが含まれています。オプショ
ンのヘッドセットも使用できます。

• ワイドバンドハンドセットの設定, 53 ページ

• ヘッドセット, 53 ページ

• スピーカフォン, 54 ページ

• 自動応答, 56 ページ

ワイドバンドハンドセットの設定
ヘッドセットをハンドセットポートに接続する場合は、ワイドバンドハンドセットの設定が無効

になっていることを確認してください。 [ユーザ設定] > [オーディオ設定] > [ワイドバンドハンド
セット]を選択します。

ワイドバンドハンドセットの設定がグレー表示になっている場合、ユーザはこの設定を制御

できません。この設定を変更するには、システム管理者に連絡する必要があります。

（注）

ヘッドセット
ヘッドセットを使用するには、ハンドセットを取り外し、ヘッドセットをハンドセットポートに

接続します。ヘッドセットの購入については、ヘッドセットのサポート, （11ページ）を参照し
てください。

Cisco Unified IP Phone 7906G/7911G ユーザガイド for Cisco Unified Communications Manager 9.0（SCCP およ
び SIP）

53



スピーカフォン
CiscoUnified IP Phone 7906G/7911Gでは、スピーカを使用してハンズフリーで音声を聞くことがで
きます。スピーカを使用する場合、電話機にはマイクロフォンが内蔵されていないため、会話を

聞くことはできますが、話すことはできません。通話中に会話するには、ハンドセットを使用し

ます。

次の 2つの方法のいずれかで、スピーカを使用できます。どちらの方法を使用できるかは、シス
テム管理者が電話機に対してどちらの機能を有効にしているかによって決まります。電話機に対

して次のいずれかの機能を有効にできますが、両方同時に有効にはできません。

•グループリッスン

•モニタ（デフォルト）

グループリッスン機能

次の表は、グループリッスン機能の使用方法を示しています。

操作目的

オフフックにするにはハンドセットを取り上げます。オンフッ

クにするにはハンドセットを受け台に戻します。

ハンドセットを使用する

[GListen]を押します。

システム管理者がグループリッスンを有効にして

いる場合にだけ、[GListen]ソフトキーが表示されま
す。

（注）

ハンドセットを使用して話すと同

時に、スピーカで聞く（グループ

リッスン）

[GLOff]を押します。グループリッスンをオフにし、

ハンドセットを使用する

[終了]を押すか、電話を切ります。グループリッスンの使用後に切

断する

グループリッスンを使用している場合は、音量を

調節すると、ハンドセットではなくスピーカの音量

だけが変更されます。

（注）

コール中またはダイヤルトーンが聞こえているときに音量の

上下ボタンを押します。

以降のコール用に音量レベルを保存するには、[保存]を押し
ます。

コールの音量レベルを調節する
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モニタ機能

次の表は、モニタ機能の使用方法を示しています。

操作目的

オフフックにするにはハンドセットを取り上げます。オンフッ

クにするにはハンドセットを受け台に戻します。

ハンドセットを使用する

[モニタ]を押し、ハンドセットを置きます。通話を聞くこと
はできますが、話すことはできません。

グループリッスンが有効である場合、[モニタ]ソフ
トキーと [モニタオフ]ソフトキーは使用できませ
ん。

（注）

通話をスピーカで聞く

ハンドセットを取り上げるか、[モニタオフ]を押します。

グループリッスンが有効である場合、[モニタ]ソフ
トキーと [モニタオフ]ソフトキーは使用できませ
ん。

（注）

スピーカをオフにし、ハンドセッ

トを使用する

[終了]を押します。スピーカをオフにし、終了する

コール中またはダイヤルトーンが聞こえているときに音量の

上下ボタンを押します。

以降のコール用に音量レベルを保存するには、[保存]を押し
ます。

コールのスピーカ音量レベルを調

節する

ヒント

•システム管理者によって電話機のスピーカを使用できないように設定されている場合、
[Glisten]、[GLOff]、[モニタ]、[モニタオフ]の各ソフトキーは使用できません。ハンドセッ
トを取り上げて、コールの発信やモニタを行う必要があります。

•音量ボタンを押すと、使用中の装置（ハンドセットまたはスピーカ）の音量が変わります。
グループリッスンモードおよびモニタモードでは、音量調節はスピーカを対象としており、

ハンドセットを対象としていません。

ハンドセットを変更するなど、ハンドセットのワイドバンド設定を変更する必要がある場合

は、 を押し、[設定] > [ユーザ設定] > [オーディオ設定] > [ワイドバンドハンドセット]を選
択します。ワイドバンドハンドセットの設定がグレー表示になっている場合、ユーザはこの

設定を変更できません。

（注）
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システム管理者に、電話機システムがワイドバンドを使用するように設定されているかどうか

を確認します。システムがワイドバンド対応に設定されていない場合は、ワイドバンドハン

ドセットを使用してもオーディオの感度が上がったとは感じられない場合があります。詳細

については、ハンドセットのマニュアルを参照するか、システム管理者にお問い合わせくださ

い。

（注）

自動応答
自動応答機能が有効な場合、呼出音が数回鳴った後、電話機が自動的に応答します。システム管

理者は、自動応答においてコールへの応答にスピーカを使用するよう設定できます。ただし、ス

ピーカを使用してユーザが実行できるのは、コールをモニタすることだけです。発信者と通話す

るには、ハンドセットを取り上げる必要があります。
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第 5 章

電話機のカスタマイズ

呼出音のトーン、背景イメージ、およびその他の設定を調整することにより、Cisco Unified IP
Phoneをカスタマイズできます。

• 呼出音およびメッセージインジケータのカスタマイズ, 57 ページ

• 電話スクリーンのカスタマイズ, 58 ページ

呼出音およびメッセージインジケータのカスタマイズ
着信コールおよび新しいボイスメッセージを電話機で示す方法をカスタマイズできます。また、

電話機の呼出音の音量を調整できます。

関連トピック

ユーザオプションWebページ, （75ページ）
Webでのユーザ設定, （84ページ）

呼出音の変更

手順

ステップ 1 を押し、[設定] > [ユーザ設定] > [呼出音]を選択します。

ステップ 2 呼出音のトーンを選択し、[再生]を押してサンプルを聞きます。

ステップ 3 [保存]を押して呼出音のトーンを設定するか、[キャンセル]を押します。
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呼出音のパターン（点滅のみ、一度だけ鳴らす、ビープ音のみ）の変

更

ユーザがこの設定にアクセスするには、システム管理者がこのアクセスをユーザに対して有効に

しておくことが必要な場合があります。

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 呼出音のパターン設定にアクセスします。

電話機の音量レベルの調整

システム管理者に呼出音量の最小設定を問い合わせます。

手順

ハンドセットが受け台にある状態で、音量ボタンを押します。設定した呼出音の音量が自動的に

保存されます。

ハンドセットのボイスメッセージライトの動作の変更

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 [メッセージ受信ランプポリシーの変更]を選択します。

ステップ 3 メッセージインジケータの設定にアクセスします。通常、デフォルトのシステムポリシーでは、

ハンドセットのライトストリップのランプが点灯することにより、新しいボイスメッセージがあ

ることを示します。

電話スクリーンのカスタマイズ
電話スクリーンの特性を調整できます。
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背景イメージの変更

手順

ステップ 1 を押し、[設定] > [ユーザ設定] > [背景イメージ]を選択します。

ステップ 2 スクロールして利用可能な画像を表示し、[選択]を押して画像を選択します。

ステップ 3 [プレビュー]を押して、背景イメージの拡大表示を確認します。

ステップ 4 [終了]を押して、選択メニューに戻ります。

ステップ 5 [保存]を押して新しい画像を受け入れるか、[キャンセル]を押します。

電話スクリーン言語の変更

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 ユーザ設定にアクセスします。

ステップ 3 言語を選択します。

回線テキストラベルの変更

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 回線テキストラベルの設定にアクセスします。

Cisco Unified IP Phone 7906G/7911G ユーザガイド for Cisco Unified Communications Manager 9.0（SCCP およ
び SIP）

59

電話機のカスタマイズ

背景イメージの変更



   Cisco Unified IP Phone 7906G/7911G ユーザガイド for Cisco Unified Communications Manager 9.0（SCCP
および SIP）

60

電話機のカスタマイズ

回線テキストラベルの変更



第 6 章

通話履歴とディレクトリ

この項では、通話履歴およびディレクトリの使用方法について説明します。いずれの機能にア

クセスするにも、 を押して [ディレクトリ]を選択します。

• 通話履歴, 61 ページ

• ディレクトリ機能, 66 ページ

通話履歴
電話機には通話履歴が保持されます。通話履歴には、不在履歴、発信履歴、および着信履歴のレ

コードが含まれます。

電話の特定のラインアピアランスについて不在履歴が不在履歴ディレクトリに記録されるかどう

かは、電話機の管理者が決めます。

ヒント

•（SCCP電話機だけ）マルチパーティコール（転送されてきたコールなど）の完全なコール
レコードを表示するには、該当のコールレコードを強調表示して、[詳細]を押します。詳細
レコードでは、不在または着信のマルチパーティコールごとに 2つのエントリが表示されま
す。エントリは、新しい順に表示されます。

◦先頭に記録されたエントリは、電話機が受信した複数のコールの中で、直近に完了した
コールの名前と番号です。

◦ 2番めに記録されたエントリは、電話機が受信した複数のコールのうち最初に完了した
コールの名前と番号です。

•ご使用の電話機に国際コールのロギングを設定できる場合があります。これが設定されてい
ると、通話履歴、リダイヤル、コールディレクトリの各エントリに「+」記号が表示されま
す。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。
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関連トピック

通話履歴, （61ページ）

通話履歴の表示

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ]を選択します。

ステップ 2 次のエントリのいずれかを選択します。

•不在履歴

•発信履歴

•着信履歴

各履歴には、最大 100件のレコードが保存されています。

ステップ 3 リストの省略された内容を表示するには、強調表示して、[編集]を押します。

単一のコールレコード詳細の表示

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ]を選択します。

ステップ 2 次のエントリのいずれかを選択します。

•不在履歴

•発信履歴

•着信履歴

ステップ 3 コールレコードを強調表示します。

ステップ 4 [詳細]を押します。着信番号、発呼番号、時刻、通話時間などの情報（発信履歴と着信履歴の場
合のみ）が電話機に表示されます。
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すべての履歴からすべてのコールレコードの消去

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ]を選択します。

ステップ 2 [クリア]を押します。

1 つの履歴からすべてのコールレコードの消去

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ]を選択します。

ステップ 2 次のエントリのいずれかを選択します。

•不在履歴

•発信履歴

•着信履歴

ステップ 3 コールレコードを強調表示します。

ステップ 4 [クリア]を押します。必要に応じて [次へ]ソフトキーを押して、[クリア]を表示します。

1 つのコールレコードの消去

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ]を選択します。

ステップ 2 次のエントリのいずれかを選択します。

•不在履歴

•発信履歴

•着信履歴
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ステップ 3 コールレコードを強調表示します。

ステップ 4 [削除]を押します。

通話履歴からのダイヤル（別のコールに接続していない状態）

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ]を選択します。

ステップ 2 次のエントリのいずれかを選択します。

•不在履歴

•発信履歴

•着信履歴

ステップ 3 履歴にあるコールレコードを強調表示します。

[詳細]ソフトキーが表示される場合、そのコールはマルチパーティコールのプライマリエントリ
です。

ステップ 4 表示された番号を編集する必要がある場合、[編集]を押します。次に、[<<]または [>>]を押しま
す。

ステップ 5 番号を削除するには、[編集]を押した後、[削除]を押します。必要に応じて、[次へ]ソフトキー
を押して、[削除]を表示します。

ステップ 6 コールを発信するには、オフフックにします。

通話履歴からのダイヤル（別のコールに接続した状態）

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ]を選択します。

ステップ 2 次のエントリのいずれかを選択します。

•不在履歴

•発信履歴

•着信履歴
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ステップ 3 履歴にあるコールレコードを強調表示します。

[詳細]ソフトキーが表示される場合、そのコールはマルチパーティコールのプライマリエントリ
です。

ステップ 4 表示された番号を編集する必要がある場合、[編集]を押します。次に、[<<]または [>>]を押しま
す。

ステップ 5 番号を削除するには、[編集]を押した後、[削除]を押します。必要に応じて、[次へ]ソフトキー
を押して、[削除]を表示します。

ステップ 6 [ダイヤル]を押します。

ステップ 7 次のいずれかを選択して、元のコールを処理します。

• [保留]：最初のコールを保留にします。

• [転送]：最初の通話相手を 2番めの通話相手に転送し、自分のコールを終了します。操作を
完了するには、ダイヤルした後で [転送]をもう一度押します。

• [会議]：自分も含めすべての通話相手との間で会議コールを作成します（操作を完了するに
は、ダイヤルした後で [会議]をもう一度押します）。

• [終了]：最初のコールを切断し、2番めのコールをダイヤルします。

不在および着信の通話履歴からの国際コールのリダイヤル

手順

ステップ 1 > [ディレクトリ]を押します。

ステップ 2 次のエントリのいずれかを選択します。

•不在履歴

•発信履歴

•着信履歴

ステップ 3 リダイヤルするコールレコードを強調表示します。

ステップ 4 [詳細]ソフトキーが表示される場合、そのコールはマルチパーティコールのプライマリエントリ
です。

ステップ 5 [編集]を押します。

ステップ 6 「*」キーを 1秒以上押したままにして、「+」記号を電話番号の最初の桁として追加します。
+記号は番号の最初の桁としてのみ追加できます。

ステップ 7 [ダイヤル]を押します。
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通話履歴内の URL エントリを元にコールの発信
この手順の適用先は、SIP電話機のみ

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ]を選択します。

ステップ 2 次のエントリのいずれかを選択します。

•不在履歴

•発信履歴

•着信履歴

ステップ 3 ダイヤルする URLエントリを強調表示します。

ステップ 4 エントリを編集する必要がある場合は、[編集]を押します。
アイコンが表示され、URLエントリの文字の編集を開始できることを示します。

ステップ 5 [ダイヤル]を押します。

ディレクトリ機能
電話機は、設定に応じて、社内ディレクトリ機能およびパーソナルディレクトリ機能をサポート

できます。

•社内ディレクトリ：ご使用の電話機でアクセスできる社内の連絡先。社内ディレクトリの設
定および保守は、システム管理者によって行われます。

•パーソナルディレクトリ：使用可能な場合、ご使用の電話機および Cisco Unified
Communications ManagerユーザオプションWebページから設定およびアクセスできる個人
用連絡先および関連付けられたスピードダイヤルコードです。パーソナルディレクトリ

は、個人アドレス帳（PAB）とファストダイヤルで構成されています。

◦ PABは、個人用連絡先のディレクトリです。

◦ファストダイヤルは、すばやくダイヤルできるように、コードを PABエントリに割り
当てるために使用します。

詳細については、ユーザオプションWebページ, （75ページ）を参照してください。
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社内ディレクトリ

社内ディレクトリを使用して、同僚にコールを発信できます。

ヒント

キーパッドの番号を使用して、電話スクリーンの文字を入力します。電話機のナビゲーションボ

タンを使用して、入力フィールド間を移動します。

社内ディレクトリからのダイヤル（別のコールに接続していない状態）

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ] > [社内ディレクトリ]を選択します（正確な名前は異なることがあり
ます）。

ステップ 2 キーパッドを使用して、名前の全部、または一部を入力し、[検索]を押します。

ステップ 3 ダイヤルするには、リスト項目を選択し、オフフックにします。

別のコールに接続されている状態での社内ディレクトリからのダイヤル

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ] > [社内ディレクトリ]を選択します（正確な名前は異なることがあり
ます）。

ステップ 2 キーパッドを使用して、正式な名前または名前の一部を入力し、[検索]を押します。

ステップ 3 リストをスクロールして、[ダイヤル]を押します。

ステップ 4 次のいずれかを選択して、元のコールを処理します。

a) [保留]：最初のコールを保留にします。
b) [転送]：最初の通話相手を 2番めの通話相手に転送し、自分のコールを終了します。操作を完
了するには、ダイヤルした後で [転送]をもう一度押します。

c) [会議]：自分も含めすべての通話相手との間で会議コールを作成します（操作を完了するに
は、ダイヤルした後で [会議]をもう一度押します）。

d) [終了]：最初のコールを切断し、2番めのコールをダイヤルします。
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パーソナルディレクトリ

パーソナルディレクトリフィーチャセットには、個人アドレス帳（PAB）とファストダイヤル
が含まれています。この項では、電話機でのパーソナルディレクトリの設定方法および使用方法

について説明します。Webでのパーソナルディレクトリ, （76ページ）も参照してください。

ヒント

•システム管理者は、ユーザがパーソナルディレクトリにログインするために必要なユーザ
IDおよび PINを指定できます。

•パーソナルディレクトリでは、一定の時間が過ぎると自動的にログアウトされます。この
時間制限は、設定によって異なります。詳細については、システム管理者にお問い合わせく

ださい。

•キーパッドの番号を使用して、電話スクリーンの文字を入力します。電話機のナビゲーショ
ンボタンを使用して、入力フィールド間を移動します。

•ご使用の電話機に国際コールのロギングを設定できる場合があります。これが設定されてい
ると、通話履歴、リダイヤル、コールディレクトリの各エントリに「+」記号が表示されま
す。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

パーソナルディレクトリへのアクセス（PAB およびファストダイヤルコードの検
索のため）

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ] > [パーソナルディレクトリ]を選択します（正確な名前は異なることが
あります）。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerのユーザ IDと PINを入力します。

ステップ 3 [送信]を押します。
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PAB エントリの検索

手順

ステップ 1 パーソナルディレクトリにアクセスします。

ステップ 2 [個人アドレス帳]を選択します。

ステップ 3 検索条件を入力し、[送信]を押します。

ステップ 4 [前へ]および [次へ]を使用して、リスト内を移動します。

ステップ 5 必要な PABリスト項目を強調表示し、[選択]を押します。

PAB エントリからのダイヤル

手順

ステップ 1 リスト項目を検索します。

ステップ 2 そのリスト項目を強調表示し、[選択]を押します。

ステップ 3 [ダイヤル]を押します。必要に応じて、[次へ]ソフトキーを押して、[ダイヤル]を表示します。

PAB エントリの削除

手順

ステップ 1 リスト項目を検索します。

ステップ 2 目的のリスト項目を強調表示し、[削除]を押します。

ステップ 3 [編集]を押します。

ステップ 4 [削除]を押します。

ステップ 5 [OK]を選択して、削除することを確認します。
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PAB エントリの編集

手順

ステップ 1 リスト項目を検索します。

ステップ 2 そのリスト項目を強調表示し、[選択]を押します。

ステップ 3 [編集]を押して名前または電子メールアドレスを変更します。

ステップ 4 必要に応じて、[電話]を選択して電話番号を修正します。

ステップ 5 [更新]を押します。

新規 PAB エントリの追加

手順

ステップ 1 パーソナルディレクトリにアクセスします。

ステップ 2 [個人アドレス帳]を選択します。

ステップ 3 [送信]を押して、[検索]ページにアクセスします。最初に検索情報を入力する必要はありません。

ステップ 4 [新規]を押します。

ステップ 5 電話機のキーパッドを使用して、名前と電子メール情報を入力します。

ステップ 6 [電話]を選択し、キーパッドを使用して電話番号を入力します。必要なアクセスコード（9や 1
など）を必ず含めます。

ステップ 7 [送信]を選択して、エントリをデータベースに追加します。

PAB エントリへのファストダイヤルコードの割り当て

手順

ステップ 1 PABエントリを検索します。

ステップ 2 そのリスト項目を強調表示し、[選択]を押します。

ステップ 3 [ファストダイヤル]を押します。

ステップ 4 ダイヤルする番号を強調表示し、[選択]を押します。

ステップ 5 番号に割り当てる未割り当てのファストダイヤルコードを強調表示し、[選択]を押します。
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PAB エントリを使用しない新しいファストダイヤルコードの追加

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ] > [パーソナルディレクトリ] > [個人ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 2 割り当てられていないファストダイヤルコードを強調表示し、[割り当て]を押します。

ステップ 3 電話番号を入力します。

ステップ 4 [更新]を押します。

ファストダイヤルコードの検索

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ] > [パーソナルディレクトリ] > [個人ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 2 [次へ]を選択して、リスト内を移動します。

ファストダイヤルコードを使用したコールの発信

手順

ステップ 1 ファストダイヤルコードを検索します。

ステップ 2 [ダイヤル]を押します。

ファストダイヤルコードの削除

手順

ステップ 1 ファストダイヤルコードを検索します。

ステップ 2 必要なリスト項目を強調表示し、[削除]を押します。

ステップ 3 もう一度 [削除]を押します。
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パーソナルディレクトリからのログアウト

手順

ステップ 1 を押し、[ディレクトリ] > [パーソナルディレクトリ]を選択します（正確な名前は異なること
があります）。

ステップ 2 [ログアウト]を選択します。

ステップ 3 [OK]を押します。
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第 7 章

ボイスメッセージ

ご使用の電話機システムが使用するボイスメッセージサービスは、会社によって決定されます。

ボイスメッセージサービスの詳細については、付属のマニュアルを参照してください。

この項の内容は次のとおりです。

• ボイスメッセージの識別, 73 ページ

• ボイスメッセージの聞き取りまたはボイスメッセージシステムへのアクセス, 74 ページ

ボイスメッセージの識別
ボイスメッセージがある場合、視覚的に次のように通知されます。

•ハンドセットの赤いランプが点灯する（このインジケータは異なる場合があります。呼出
音およびメッセージインジケータのカスタマイズ, （57ページ）を参照してください）。

•電話スクリーン上のメッセージ受信アイコン が点滅する。

ボイスメッセージがある場合、音声で次のように通知されます。

•コールを発信したときにハンドセット、ヘッドセットまたはスピーカフォンからスタッタ音
が聞こえる。

呼び出し中のコールをボイスメールに送信するには、[即転送]を押します。詳細については、ボ
イスメッセージシステムへのコールの転送, （25ページ）を参照してください。
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ボイスメッセージの聞き取りまたはボイスメッセージ

システムへのアクセス

手順

メッセージを聞くか、ボイスメッセージのメニューにアクセスするには、次のいずれかを実行し

ます。

a) [メッセージ]を押して、音声の指示に従います。
b) を押して、[メッセージ]を選択し、音声の指示に従います。
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第 8 章

ユーザオプション Web ページ

Cisco Unified IP Phoneは、社内のパーソナルコンピュータなど、他のネットワークデバイスと
情報を共有することのできるネットワークデバイスです。コンピュータを使用してユーザオプ

ションWebページにログインできます。そのページから、Cisco Unified IP Phoneの機能、設定、
およびサービスを制御できます。たとえば、ユーザオプションWebページからスピードダイヤ
ル番号を設定できます。

• ユーザオプションWebページへのログイン、ログアウト, 75 ページ

• Web上での機能およびサービスの設定, 76 ページ

ユーザオプション Web ページへのログイン、ログアウ
ト

スピードダイヤル、個人アドレス帳などのユーザオプションを使用するには、ログインする必要

があります。ユーザオプションWebページの使用を終えたら、ログアウトする必要があります。

ログインを必要としないで、ユーザオプションWebページにアクセスできることがあります。
詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

手順

ステップ 1 ユーザオプションの URL、ユーザ ID、およびデフォルトのパスワードは、システム管理者にお
問い合わせください。

ステップ 2 コンピュータでWebブラウザを開き、URLを入力します。

ステップ 3 セキュリティ設定を許可するプロンプトが表示されたら、[はい]または [証明書のインストール]
を選択します。

ステップ 4 [ユーザ名]フィールドにユーザ IDを入力します。

ステップ 5 [パスワード]フィールドにパスワードを入力します。

ステップ 6 [ログイン]を選択します。
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[Cisco Unified CMのユーザオプション]ホームページが表示されます。このページから [ユーザ
オプション]を選択すると、デバイスを選択してユーザ設定、ディレクトリ機能、個人アドレス
帳、ファストダイヤルにアクセスできます。

ステップ 7 ユーザオプションWebページからログアウトするには、[ログアウト]を選択します。

ユーザオプション Web ページでのデバイスの選択

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページで、[ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。
[デバイス設定]ウィンドウが表示されます。 [デバイス設定]ウィンドウの最上部に表示されるツー
ルバーボタンは、選択したデバイスの種類によって異なります。

ステップ 2 （任意）複数のデバイスを割り当てられている場合は、適切なデバイス（電話機のモデル、エク

ステンションモビリティプロファイル、またはリモート接続先プロファイル）を [名前]ドロップ
ダウンメニューから選択します。

Web 上での機能およびサービスの設定
この項の各トピックでは、ログイン後にユーザオプションWebページから機能とサービスを設定
する方法について説明します。

Web でのパーソナルディレクトリ
コンピュータ上でアクセスできるパーソナルディレクトリフィーチャセットは、以下の機能で

構成されています。

•個人アドレス帳（PAB）

•ファストダイヤル

• Cisco Unified Communications Manager Address Book Synchronizer

PABおよびファストダイヤルには、電話機からもアクセスできます。パーソナルディレクト
リ, （68ページ）を参照してください。

（注）

この項では、ユーザオプションWebページから PABを使用する方法について説明します。
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新規個人アドレス帳エントリの追加

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [個人アドレス帳]を選択します。

ステップ 3 [新規追加]を選択します。

ステップ 4 エントリの情報を入力します。

ステップ 5 [保存]を選択します。

個人アドレス帳エントリの検索

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [個人アドレス帳]を選択します。

ステップ 3 検索情報を指定して、[検索]を選択します。

個人アドレス帳エントリの編集

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 PABエントリを検索します。

ステップ 3 ニックネームを選択します。

ステップ 4 必要に応じてエントリを編集し、[保存]を選択します。
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個人アドレス帳エントリの削除

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 PABエントリを検索します。

ステップ 3 1つ以上のエントリを選択します。

ステップ 4 [選択項目の削除]を選択します。

回線ボタンの PAB への割り当て

回線ボタンを PABに割り当てるには、電話機でサービスが表示されるようにシステム管理者
が事前に設定する必要があります。詳細については、システム管理者にお問い合わせくださ

い。

（注）

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。

ステップ 2 [サービス URL]をクリックします。

ステップ 3 [ボタン]ドロップダウンリストボックスで [個人アドレス帳]サービスを選択します。

ステップ 4 ボタンの電話ラベルを入力します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

ステップ 6 [リセット]をクリックしてから、[リスタート]をクリックします。電話機の設定が更新されます。
回線ボタンを押して PABコードにアクセスできるようになります。

Web 上のファストダイヤル
この項では、ユーザオプションWebページからファストダイヤルを割り当てる方法について説
明します。

ヒント

•最大 500個のファストダイヤルおよび PABエントリを作成できます。
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• PABエントリを使用しなくても、新規のファストダイヤルエントリを作成できます。その
ようなファストダイヤルエントリにはユーザオプションページで「raw」というラベルが
付いており、設定可能なテキストラベルが表示されません。

個人アドレス帳エントリへのファストダイヤルコードの割り当て

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページで、[ユーザオプション] > [ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 2 [新規追加]を選択します。

ステップ 3 [検索オプション]領域を使用して、目的の個人アドレス帳エントリを検索します。

ステップ 4 [検索結果]領域の電話番号を選択します。

ステップ 5 （任意） ファストダイヤルコードを変更します。

ステップ 6 [保存]を選択します。

ファストダイヤルコードの電話番号割り当て

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 3 [新規追加]を選択します。

ステップ 4 必要に応じて、ファストダイヤルコードを変更します。

ステップ 5 電話番号を入力します。

ステップ 6 [保存]を選択します。

ファストダイヤルエントリの検索

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 3 検索情報を指定して、[検索]を選択します。
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ファストダイヤル電話番号の編集

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ファストダイヤル]を選択します。

ステップ 3 編集するファストダイヤルエントリを検索します。

ステップ 4 エントリのコンポーネントを選択します。

ステップ 5 電話番号を変更します。

ステップ 6 [保存]を選択します。

ファストダイヤルエントリの削除

手順

ステップ 1 ファストダイヤルを検索します。

ステップ 2 1つ以上のエントリを選択します。

ステップ 3 [選択項目の削除]をクリックします。

回線ボタンをファストダイヤルに割り当てる

回線ボタンをファストダイヤルに割り当てるには、電話機にサービスを表示するように、シ

ステム管理者が事前に設定する必要があります。詳細については、システム管理者にお問い

合わせください。

（注）
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手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。

ステップ 2 [サービス URL]をクリックします。

ステップ 3 [ボタン]ドロップダウンリストボックスで [ファストダイヤル]サービスを選択します。

ステップ 4 ボタンの電話ラベルを入力します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

ステップ 6 [リセット]をクリックしてから、[リスタート]をクリックします。電話機の設定が更新されます。
回線ボタンを押してファストダイヤルコードにアクセスできるようになります。

アドレス帳同期ツール

アドレス帳同期ツール（TABSynch）を使用して、既存のMicrosoft Windowsアドレス帳を（適切
な場合は）PABと同期できます。同期後は、Cisco Unified IP PhoneおよびユーザオプションWeb
ページで、Microsoft Windowsアドレス帳のエントリにアクセスできます。 TABSynchへのアクセ
スおよび使用方法の詳しい説明は、システム管理者から提供されます。

Web でのスピードダイヤルの設定
電話機は、設定に応じて、複数のスピードダイヤル機能をサポートします。

•スピードダイヤル番号

•短縮ダイヤル

•ファストダイヤル

ファストダイヤルを設定するときは、Web上のファストダイヤル, （78ページ）を参照してく
ださい。ファストダイヤルは、電話機からも設定できます。パーソナルディレクトリ, （68
ページ）を参照してください。
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スピードダイヤルボタンの設定

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページで、[ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。

ステップ 2 [名前]ドロップダウンメニューから電話を選択します。

ステップ 3 [スピードダイヤル]を選択します。

ステップ 4 [スピードダイヤル設定]領域で、電話機のスピードダイヤルボタンの番号とラベルを入力しま
す。

ステップ 5 [保存]を選択します。

短縮ダイヤルコードの設定

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。

ステップ 2 [名前]ドロップダウンメニューから電話機を選択します。

ステップ 3 [スピードダイヤル]をクリックします。

ステップ 4 短縮ダイヤルコードの番号とラベルを入力します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

Web 上で電話機サービスの設定
電話サービスには、特別な電話機の機能、ネットワークデータ、Webベースの情報（株式相場、
映画情報など）などがあります。電話サービスにアクセスする前に、まず電話サービスに登録す

る必要があります。
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サービスの登録

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページで、[ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。

ステップ 2 [名前]ドロップダウンメニューから電話を選択します。

ステップ 3 [IP Phoneサービス]を選択します。

ステップ 4 [新規追加]を選択します。

ステップ 5 ドロップダウンリストからサービスを選択し、[次へ]を選択します。

ステップ 6 （任意） 可能な場合はサービスラベルを変更したり追加のサービス情報を入力したりします。

ステップ 7 [保存]を選択します。

サービスの検索

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページで、デバイスを選択します。

ステップ 2 [IP Phoneサービス]を選択します。

ステップ 3 [検索]を選択します。

サービスの変更または解除

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページで、サービスを検索します。

ステップ 2 1つ以上のエントリを選択します。

ステップ 3 [選択項目の削除]を選択します。
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サービス名の変更

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページで、サービスを検索します。

ステップ 2 サービス名を選択します。

ステップ 3 情報を変更して [保存]を選択します。

電話機のサービスにアクセス

電話機で使用できるサービスは、電話機のシステム設定および登録したサービスによって異なり

ます。詳細については、電話機のシステム管理者にお問い合わせください。

設定されているサービスが 1つだけの場合、そのサービスがデフォルトで開かれます。設定され
ているサービスが複数の場合、スクリーンのメニューからオプションの 1つを選択します。

手順

アプリケーションメニューおよびアプリケーションメニューボタン を使用して、[サービス]、
[メッセージ]、および [ディレクトリ]を選択します。

Web でのユーザ設定
ユーザ設定には、パスワード、PIN、および言語（ロケール）の設定が含まれます。

PINおよびパスワードを使用して、さまざまな機能およびサービスにアクセスできます。たとえ
ば、PINは、電話機で Ciscoエクステンションモビリティまたはパーソナルディレクトリにログ
インするために使用します。パスワードは、パーソナルコンピュータでユーザオプションWeb
ページおよびCiscoWebDialerにログインするために使用します。詳細については、システム管理
者にお問い合わせください。
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ブラウザのパスワードの変更

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ユーザ設定]を選択します。

ステップ 3 現在のパスワードを入力します。

ステップ 4 新しいパスワードを入力します。

ステップ 5 [パスワードの確認]フィールドに新しいパスワードを再度入力します。

ステップ 6 [保存]を選択します。

PIN の変更

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ユーザ設定]を選択します。

ステップ 3 現在の PINを入力します。

ステップ 4 新しい PINを入力します。

ステップ 5 [PINの確認]フィールドに新しい PINを再度入力します。

ステップ 6 [保存]を選択します。

ユーザオプション Web ページの言語の変更

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ユーザ設定]を選択します。

ステップ 3 [ユーザロケール]領域で [ロケール]ドロップダウンリストから項目を選択します。

ステップ 4 [保存]を選択します。
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電話機のディスプレイの言語の変更

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。

ステップ 3 [ユーザロケール]ドロップダウンリストから項目を選択します。

ステップ 4 [保存]を選択します。

Web での回線の設定
回線の設定は、電話機の特定の電話回線（電話番号）に影響します。回線の設定には、コール転

送、ボイスメッセージのインジケータ、呼出音のパターン、回線ラベルなどが含まれます。

電話機で他の回線の設定値を直接設定できます。次の設定が可能です。

•プライマリ電話回線のコール転送を設定する：コール転送, （25ページ）を参照してくださ
い。

•呼出音、表示、およびその他の電話機モデルに固有の設定を変更する：電話機のカスタマイ
ズ, （57ページ）を参照してください。

回線ごとにコール転送を設定

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。

ステップ 2 [名前]ドロップダウンメニューから電話機を選択します。

ステップ 3 [回線の設定]をクリックします。

ステップ 4 （オプション）電話機に複数の電話番号（回線）が割り当てられている場合は、[回線]ドロップ
ダウンメニューから回線を選択します。

ステップ 5 [着信コールの転送]領域で、コール転送設定を選択して、さまざまな条件を設定します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。
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回線ごとにボイスメッセージのインジケータの設定を変更

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。

ステップ 2 [名前]ドロップダウンメニューから電話機を選択します。

ステップ 3 [回線の設定]をクリックします。

ステップ 4 （オプション）電話機に複数の電話番号（回線）が割り当てられている場合は、[回線]ドロップ
ダウンメニューから回線を選択します。

ステップ 5 [メッセージ受信ランプ]領域で、さまざまな設定から選択します。
通常、デフォルトのメッセージ受信設定では、電話機でハンドセットのライトストリッ

プの赤いランプが点灯することにより、新しいボイスメッセージがあることを示しま

す。

（注）

ステップ 6 [保存]をクリックします。

回線ごとのオーディオボイスメッセージインジケータの設定の変更

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。

ステップ 2 [名前]ドロップダウンメニューから電話機を選択します。

ステップ 3 [回線の設定]をクリックします。

ステップ 4 （オプション）電話機に複数の電話番号（回線）が割り当てられている場合は、[回線]ドロップ
ダウンメニューから回線を選択します。

ステップ 5 [オーディオメッセージ受信インジケータ]領域で、さまざまな設定から選択します。
通常、デフォルトのメッセージ受信設定では、電話機でハンドセットのライトストリッ

プの赤いランプが点灯することにより、新しいボイスメッセージがあることを示しま

す。

（注）

ステップ 6 [保存]をクリックします。
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電話スクリーンに表示される回線テキストラベルの変更または作成

手順

ステップ 1 [ユーザオプション] > [デバイス]を選択します。

ステップ 2 [名前]ドロップダウンメニューから電話機を選択します。

ステップ 3 [回線の設定]をクリックします。

ステップ 4 （オプション）電話機に複数の電話番号（回線）が割り当てられている場合は、[回線]ドロップ
ダウンメニューから回線を選択します。

ステップ 5 [回線のテキストラベル]領域に、テキストラベルを入力します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。
2バイト文字セットをサポートしていない電話機は、[ASCIIラベル]フィールドを使用
します。

（注）

モバイルコネクト用の電話機およびアクセスリストの設定

デスク電話と同じ電話番号を使用して、コールを発信および受信するには、その前に、携帯電話

（および使用する他のすべての電話）を Ciscoモバイルコネクトに追加する必要があります。こ
のような電話機をリモート接続先と呼びます。また、アクセスリストを定義して、特定の番号か

らのコールが携帯電話に送信されるのを制限または許可することもできます。
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アクセスリストの作成

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [モビリティ設定] > [アクセスリスト]を選択します。

ステップ 3 [新規追加]を選択します。

ステップ 4 アクセスリストを識別する名前と説明（オプション）を入力します。

ステップ 5 指定されたコールをアクセスリストで許可するのか、ブロックするのかを選択します。

ステップ 6 [保存]を選択します。

ステップ 7 [メンバーの追加]を選択すると、リストに電話番号やフィルタを追加できます。

ステップ 8 [フィルタマスク]ドロップダウンリストボックスからオプションを選択します。電話番号、発
信者 IDが制限されている（使用不可）コール、発信者 ID非通知（非通知）のコールをフィルタ
することができます。

ステップ 9 [フィルタマスク]ドロップダウンリストボックスから電話番号を選択する場合、[DNマスク]
フィールドに電話番号またはフィルタを入力します。

フィルタを定義するときは、次のワイルドカードを使用できます。

• X（大文字または小文字）：任意の1桁に一致します。たとえば、408555123Xは4085551230
から 4085551239までのすべての番号に一致します。

• !：任意の桁の数字に一致します。たとえば、408!は 408で始まるすべての番号に一致しま
す。

• #：完全一致の 1桁として使用します。

ステップ 10 アクセスリストにこのメンバーを追加するには、[保存]を選択します。

ステップ 11 アクセスリストを保存するには、[保存]を選択します。

新しいリモート接続先の追加

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [モビリティ設定] > [リモート接続先]を選択します。

ステップ 3 [新規追加]を選択します。

ステップ 4 次の情報を入力します。

• [名前]：携帯（またはその他の）電話の名前を入力します。
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• [接続先番号]：携帯電話番号を入力します。

ステップ 5 ドロップダウンリストボックスからリモート接続先プロファイルを選択します。リモート接続

先プロファイルには、作成したリモート接続先に適用される設定が指定されています。

ステップ 6 [携帯電話]チェックボックスをオンにすると、リモート接続先がデスクの電話機から送信される
コールを受信できるようになります。

ステップ 7 [モバイルコネクトの有効化]チェックボックスをオンにすると、リモート接続先をデスクの電話
機と同時に呼びだすことができるようになります。

ステップ 8 [呼び出しスケジュール]領域で次のいずれかのオプションを選択します（呼び出しスケジュール
のドロップダウンリストボックスには、自分が作成したアクセスリストだけが表示されます）。

• [常に]：曜日や時刻を制限せずにリモート接続先で着信音を鳴らす場合は、このオプション
を選択します。

• [次に指定されたとおり]：曜日や時刻に基づいて呼び出しスケジュールを設定する場合にこ
のオプションを選択し、次の項目から選択します。

1 リモート接続先の呼び出しを許可する各曜日のチェックボックスをオンにします。

2 それぞれの曜日について、[終日]を選択するか、ドロップダウンリストから開始時刻と
終了時刻を選択します。

3 ドロップダウンリストボックスからタイムゾーンを選択します。

ステップ 9 以下の着信音オプションから 1つ選択します。

• [常にこの接続先を呼び出す]

• [選択した許可アクセスリストに発信者が含まれる場合にのみ、この接続先を呼び出す]

• [選択したブロックアクセスリストに発信者が含まれる場合には、この接続先を呼び出さな
い]

ステップ 10 [保存]を選択します。

Cisco WebDialer
Cisco WebDialerを使用すると、Webブラウザで項目をクリックすることで、ディレクトリ内の連
絡先へのコールを Cisco Unified IP Phoneで発信できます。この機能はシステム管理者が設定しま
す。
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ユーザオプションディレクトリでの WebDialer の使用

手順

ステップ 1 ユーザオプションWebページにログインします。

ステップ 2 [ユーザオプション] > [ディレクトリ]を選択して同僚を検索します。

ステップ 3 ダイヤルする番号をクリックします。

ステップ 4 WebDialerを初めて使用する場合は、[Cisco WebDialer -コールの開始]ページで初期設定を行いま
す。

ステップ 5 [ダイヤル]をクリックします。
これで電話機からコールが発信されます。

ステップ 6 コールを終了するには、[終了]をクリックするか、電話機から切断します。

別のオンライン社内ディレクトリ（ユーザのユーザオプションディレクトリではな

いもの）での WebDialer の使用

手順

ステップ 1 WebDialerが有効な社内ディレクトリにログインし、同僚を検索します。

ステップ 2 ダイヤルする番号をクリックします。

ステップ 3 プロンプトが表示されたら、ユーザ IDとパスワードを入力します。

ステップ 4 WebDialerを初めて使用する場合は、[Cisco WebDialer -コールの開始]ページで初期設定を行いま
す。

ステップ 5 [ダイヤル]をクリックします。
これで電話機からコールが発信されます。

ステップ 6 コールを終了するには、[終了]をクリックするか、電話機から切断します。

WebDialer からのログアウト

手順

[Cisco WebDialer -コールの開始]ページまたは [Cisco WebDialer -終了]ページの [ログアウト]ア
イコンをクリックします。
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WebDialer の初期設定の設定、表示または変更

手順

ステップ 1 [Cisco WebDialer -コールの開始]ページにアクセスします。
[Cisco WebDialer -コールの開始]ページは、WebDialerを初めて使用するとき（ダイヤルする番号
をクリックした後）に表示されます。

ステップ 2 （オプション）設定を変更します。

[Cisco WebDialer -コールの開始]ページには、次のオプションがあります。

• [優先する言語]：WebDialer設定およびプロンプトに使用する言語を指定します。

• [優先するデバイスを使用する]：WebDialerコールを発信するときに使用するCisco Unified IP
Phone（発信デバイス）および電話番号（発信デバイスまたは回線）を特定します。 1本の
回線を持つ電話機を 1台だけ使用している場合は、適切な電話機と回線が自動的に選択され
ます。それ以外の場合は、電話機または回線を選択します。複数の電話機を使用している

場合、デバイスの種類およびMACアドレスで指定します。電話機にMACアドレスを表示
するには、 > [設定] > [ネットワークの設定] > [MACアドレス]を選択します。

エクステンションモビリティプロファイルがある場合、発信デバイスのメニュー

から、エクステンションモビリティログインデバイスを選択できます。

（注）

• [コールの確認ダイアログを表示しない]：選択した場合、WebDialerが [CiscoWebDialer -コー
ルの開始]ページを表示しないように要求されます。デフォルトでは、このページは、
WebDialerが有効なオンラインディレクトリの電話番号をクリックした後に表示されます。

• [自動終了の無効化]：これを選択すると、コールウィンドウが15秒後に自動的に閉じられな
くなります。
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第 9 章

その他のオプション

システム管理者は必要に応じて、特別なサービスや機能の他に、特別なボタンやソフトキーのテ

ンプレートを使用するように電話機を設定します。次の表は、設定オプションの概要について

説明しています。コールの需要や作業環境に応じたオプションの設定について、電話機のシステ

ム管理者と相談するときに役立ちます。

この表に記載されている電話ガイドとその他のマニュアルについては、次のWebサイトから
入手できます。http://www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/tsd_products_support_series_
home.html日本語版マニュアルを参照する場合は、次の URLにアクセスしてください。
http://www.cisco.com/japanese/warp/public/3/jp/service/manual_j/index_ipt_ipp.shtml

（注）

参照先または問い合わせ先操作目的または状態

システム管理者または電話機の

サポートチームにお問い合わせ

ください。

システム管理者に問い合わせて、回線

の設定を変更し、サポートするコール

数を増やすように依頼します。

電話回線が処理できる

コール数を増やす必要

がある

共有回線, （40ページ）を参照
してください。

共有回線を使用することを検討しま

す。

秘書と仕事をしてい

る、または自分が秘書

である

共有回線, （40ページ）を参照
してください。

共有回線が必要です。共有回線を使

用することで、たとえば1つの内線番
号をデスクの電話機と実験室の電話機

で使用できます。

1つの内線を複数の電
話機で使用する
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参照先または問い合わせ先操作目的または状態

これらの機能については、シス

テム管理者にお問い合わせくだ

さい。また、次の説明を参照し

てください。

•応用的なコール処理, （33
ページ）。

•共有回線, （40ページ）。

• Ciscoエクステンションモ
ビリティ, （46ページ）。

次の機能の導入を検討してください。

•コールパーク：転送機能を使用
せずにコールを保存、および取

得できます。

•コールピックアップ：別の電話
機で鳴っているコールに応答で

きます。

•共有回線：同僚のコールを表示、
またはそのコールに参加できま

す。

• Ciscoエクステンションモビリ
ティ：共有の Cisco Unified IP
Phoneに自分の電話番号および
ユーザプロファイルを適用でき

ます。

電話機やオフィスス

ペースを同僚と共有し

ている

Ciscoエクステンションモビリ
ティ, （46ページ）を参照して
ください。

Ciscoエクステンションモビリティ
サービスについてシステム管理者に問

い合わせます。

自分の電話番号と設定

を共有の Cisco Unified
IP Phoneに一時的に適
用する
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第 10 章

トラブルシューティング

この項では、ご使用のCisco Unified IP Phoneに関するトラブルシューティング情報を示します。

• 問題, 95 ページ

• 電話機のトラブルシューティングデータ, 98 ページ

• 品質レポートツール, 99 ページ

問題
この項では、ご使用の電話機に関する一般的な問題のトラブルシューティングに役立つ情報を示

します。詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

ダイヤルトーンが聞こえない、またはコールを完了できない

問題

ダイヤルトーンが聞こえないか、コールを完了できない。

原因

次の状況の 1つ以上が当てはまります。

•エクステンションモビリティサービスに接続されていません。

•電話番号をダイヤルした後で、クライアント識別コード（CMC）または強制承認コード
（FAC）を入力する必要があります（SCCP電話機のみ）。

•電話機に時間帯制限が設定され、特定の時間帯に一部の機能を使用できなくなっています。

ソリューション

次の手順を試してみてください。
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•エクステンションモビリティサービスにログインします。

•電話番号をダイヤルした後で、CMCまたは FACを入力します（SCCP電話機のみ）。

•電話機に時間帯制限が設定され、特定の時間帯に一部の機能を使用できなくなっています。
詳細については、システム管理者にお問い合わせください。

表示されないソフトキー

問題

使用したいソフトキーが表示されていない。

原因

次の状況の 1つ以上が当てはまります。

•別のソフトキーが表示されている。

•回線の状態によって電話機のソフトキーが決まる。

•電話機が、ソフトキーに関連付けられている機能をサポートするように設定されてない。

ソリューション

次のいずれかのオプションを使用してください。

• [次へ]を押して、追加のソフトキーを表示します。

•回線の状態を変更します（オフフックにする、または接続コールにするなど）。

•システム管理者に問い合わせて、機能へのアクセスを要求します。

コールに割り込みできず速いビジー音が聞こえる

問題

割り込みが失敗し、速いビジー音が聞こえる。

原因

使用している電話機に暗号化機能が設定されていない場合、暗号化されたコールには割り込みで

きません。この理由によって割り込みの試行が失敗すると、電話機で速いビジー音が聞こえま

す。
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割り込み後のコールの切断

問題

[割込み]を使用して参加したコールが切断される。

原因

[割込み]を使用して参加したコールが保留状態になるか、転送されるか、または会議コールに切
り替えられた場合は、そのコールから切断されます。

ソリューション

コールに再度割り込みます。

折返しを使用できない

問題

[折返し]が失敗する。

原因

通話相手がコール転送を有効にしている可能性があります。

すべてのコールの転送エラーメッセージ

問題

すべてのコールの転送を設定しようとすると、電話機にエラーメッセージが表示される。

原因

すべてのコールの転送を電話機から直接設定すると、設定が拒否される場合があります。設定が

拒否されるのは、すべてのコール転送ループを招く転送先番号が入力された場合、またはすべて

のコール転送チェーンで許可された最大リンク数（最大ホップカウントとも呼ばれます）を超え

ることになる転送先番号が入力された場合です。

ソリューション

詳細については、システム管理者にお問い合わせください。
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電話機が反応しない

問題

電話スクリーンに空白が表示され、表示ボタンが点灯しない。

原因

電話機は、節電のために電源オフ（スリープ中）になっています。

ソリューション

電話機は、システムがウェイクアップメッセージを送信すると電源オン（復帰した状態）になり

ます。スケジュールされた電源オン時間よりも前に電話機を復帰させることはできません。

セキュリティエラーメッセージ

問題

電話機にセキュリティ エラーが表示される。

原因

電話機のファームウェアによって内部エラーが検出されました。

ソリューション

メッセージが引き続き表示される場合は、システム管理者に問い合わせてください。

電話機のトラブルシューティングデータ
システム管理者が、トラブルシューティングの目的で、電話機の管理データへのアクセスを指示

する場合があります。

操作目的

を押し、[設定] > [ネットワークの構成]を選択し、表示するネット
ワーク設定の項目を選択します。

ネットワーク構成データ

にアクセスする

を押し、[設定] > [ステータス]を選択し、表示するステータスの項
目を選択します。

ステータスデータにアク

セスする

を押し、[設定] > [モデル情報]を選択します。電話機のモデル情報にア

クセスする
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操作目的

を押し、[設定] > [ステータス] > [コール統計]を選択します。電話機のコールおよび音

声品質情報にアクセスす

る

品質レポートツール
パフォーマンスに関する問題のトラブルシューティングに役立てるために、システム管理者によ

り一時的に、電話機に品質レポートツール（QRT）が設定されることがあります。システム管理
者に情報を送信するには、[品質]を押します。設定に応じて、QRTは次の用途に使用します。

•現在のコールのオーディオに関する問題をすぐにレポートする

•カテゴリのリストから一般的な問題を選択して、原因コードを選択する
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付録 A
保証

• シスコ製品（ハードウェア）に関する 1年間の限定保証規定, 101 ページ

シスコ製品（ハードウェア）に関する 1 年間の限定保証
規定

保証期間内にお客様が受けられるハードウェアの保証およびサービスに関して適用される特別な

条件があります。

シスコのソフトウェアに適用される保証およびライセンス契約を含む正式な保証書は、Cisco.com
の次の URLで提供しています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/warranty/English/1Y1DEN__.html
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